


001 本目

NotebookLM活用でWebサイト参照が爆速化

法律やガイドラインの理解を深め、資料作成の強力な
アシスタントに！

 課題

公開されている法律やガイドラインな
ど、内容を体系的に整理することに時間
がかかっていました。

複数のサイトを開いて比較したり、内容を読み込んだり
する手間が大きな負担でした。

解決策

参照したいWebサイトのURLを
NotebookLMにソースとして追加。関連
キーワードで質問することで、該当箇所
を抜粋させ、その要約を生成させます。

知りたい情報を質問としてプロンプト入力するだけで、
NotebookLMがWebサイトの内容を瞬時に解析し、必要
な部分を抽出してくれます。

成果

個人の読解力に依存せず、情報のイン
プットを効率化し、より本質的な思考
や創造的な作業に注力できるようにな
りました。

資料作成時に要点を参考にすることで、効率的に作
業を進められるようになりました。

利用者の声 もう手放せません！法律等の参照がこんなに簡単になるなんて。もちろん、最終確認は必須です。

#AI活用100本ノック  #NotebookLM



002 本目

Gemini活用のGoogleドライブ連携

Googleドライブから、情報がすぐ手に入る「賢い
PDFリーダー」

 課題

大量のPDF資料から特定の情報を探
し出すのに、時間と手間がかかって
いました。

手動での資料検索では、重要な情報を見落とす
リスクがありました。英文資料では、専門用語
の解釈に時間がかかることもありました。

 解決策

Googleドライブに保存されている
PDF上でGeminiを開き、内容に関す
る具体的な質問を入力します。

「XXの条件に当てはまるものは何か？」といっ
た質問をすることで、GeminiがPDFの内容を分
析し、最適な回答を導き出します。

成果

知りたい情報にすぐにアクセスできる
ようになり、情報収集にかかる時間を
大幅に短縮できました。また、英文で
記載されたPDFも和訳して回答をくれ
るため、英文解釈にかける時間も短縮
できました。

利用者の声
ページ数が多いPDF資料の中から、必要な情報を瞬時に見つけるのがとても楽になりました。とても助かって
います！

#AI活用100本ノック  #Gemini 



003 本目

GitHub Copilot code review活用

コードレビューの負担を軽減！品質向上も
課題

コードレビューは品質確保に不可欠ですが、手
動でのレビューは時間と労力がかかり、開発の
ボトルネックとなることがありました。

レビュー担当者の負担も大きく、効率化が求められ
ていました。

解決策
GHESのリポジトリをGHEC（GitHub 
Enterprise Cloud: EMU版）へ移行し、GitHub 
Copilot code reviewを使った自動プルリクエ
スト（PR）レビューを実施しました。

AIがプルリクエストの内容を自動で解析し、改善点
や潜在的な問題を提案することで、レビュープロセ
スをサポートします。

成果
PoC（概念実証）段階ですが、精度は業務利用
に十分なレベルです。

利用者の声 実装されれば、コードの品質向上とレビュー担当者の負担軽減につながると感じています。

#AI活用100本ノック  #GitHubCopilot



004本目

生成AI活用で画像表示ツールを自作

ビジネス職でも安心！プログラミング知識ゼロから
Chrome拡張を開発！

課題

セキュリティリスクを考慮したOGP
画像表示ツールが必要でしたが、既存
のツールではセキュリティ要件を満た
せないという課題がありました。

特に、ソースコードの内容を自身で確認でき
るツールが求められていました。

解決策

生成AIに、必要な機能要件とセキュリ
ティに関する要望を伝え、Chrome
拡張機能としてOGP画像表示ツール
の開発を依頼しました。

プログラミングの専門知識がない状態でも、AI
が要望を理解し、ツールを生成してくれました。

成果

作成されたツールをエンジニアにレ
ビューしてもらい、その後検証で利用
を開始。必要な画像テストを安全に実
施する事ができました。

利用者の声 セキュリティに配慮しつつ、必要な機能を備えたツールを自作することができました！

#AI活用100本ノック  #Chrome拡張機能



005本目

Gemini活用で動画での学習を効率化

勉強会動画から簡単に「用語集」を作ってみた件

課題

社内勉強会の動画には専門用語が

多く含まれており、視聴者が内容

を理解するのが難しいという課題

感がありました。用語の意味を調

べる手間も負担でした。

解決策

 Geminiに勉強会の動画をそのま

ま添付し、「この動画内で言及され

ている〇〇分野の用語集を作って

ください」と指示しました。

成果

動画の内容に沿った専門用語集を

素早く簡単に作成でき、視聴者は

効率的に用語の意味を理解できる

ようになったと思います。

利用者の声
何が専門用語なのかも客観的に判断するのが難しいですが、生成AIを用いることで利用者目線のアウトプット
をスピーディーに作成することができました。

#AI活用100本ノック  #Gemini



006本目

Meet・Gemini・NotebookLM活用

議事録工数をほぼゼロに！会議後の関連業務も自動化

課題

会議の議事録作成や欠席者への
情報共有、上長への報告業務な
どが負担になっていました。

本業に集中したいメンバーにとって、議
事録作成はルーティンながらも軽視でき
ないタスク

解決策

MeetとGeminiで会議の文字
起こしを自動化し、その結果を
NotebookLMに集約・ストック
しました。

成果

議事録作成に関わる工数をほぼ
ゼロにすることができ、次回の
議題作成や情報共有、報告と
いった関連業務まで効率化でき
ました。

利用者の声 会議後の議事録作成や情報共有のストレスが完全に解消されました！もう手作業には戻れません。

#AI活用100本ノック  #Gemini  #NotebookLM



007 本目

NotebookLMのマインドマップ活用

企画検証が劇的に進化する「AIマインドマップ」

課題

企画の振り返りにおいて、検証項目が膨大にあ

り、各企画に対して最適な検証項目の選択に時間

がかかっていました。また、見るべき数字も一辺

倒になりがちでした。振り返りに時間がかかり、

検証の内容も浅く、次の企画に活かしきれないと

いう課題がありました。

振り返りに時間がかかり、検証の内容も浅く、次の企画に

活かしきれないという課題がありました。

解決策

NotebookLMのマインドマップ機能を使って、

企画の振り返りの検証項目を図式化しました。

見るべき数字の抽出方法と、その順番を視覚的に整理しな

がら進められるようになりました。

成果

マインドマップで視覚的に整理することで、

企画において追いかける数字が多角的にな

り、見過ごしていた検証指数の枝に気づくこ

とができました。これまで浅かった検証を深

掘りできるようになり、具体的な改善案を複

数出せるようになりました。

利用者の声 データ分析への苦手意識がなくなりました！

 #AI活用100本ノック  #NotebookLM



008 本目

Cursor + 画像入力で分析コード作成を高速化

データ分析のスピードが格段に上がる！

「SQL自動生成」

課題

データ分析を行う際、自然言語で書かれた分析の
要件定義書を分析メンバーが解釈し、SQL文に変
換する必要がありました。この変換作業の解釈に
は一定の経験が必要かつ、時間と手間がかかるた
め、開発のボトルネックとなっていました。

スプレッドシートの情報はYAMLやMarkdownなどの形式に変
換してからAIに処理させる必要があり、手間がかかります。

解決策

Cursorにスプレッドシート上の分析の要件定義
書を画像として入力し、その情報を元にSQLの
自動生成を行いました。

AIが処理しやすい形式への変換が不要になり、言語やテー
ブル・カラムの背景情報はプロンプトで補完することで、

より高精度なSQL生成が可能になります。

成果

まだ検証段階ですが、SQL自動生成が実用化で

きれば、分析メンバーはSQLの解釈・作成ス

テップが不要になり、レビューのみで済むよう

になります。

利用者の声
スプレッドシートのデータからSQLが生成されれば、分析のスピードが大幅に向上し、本質的な分析に注力で
きます。

#Cursor  #SQL生成  #AI活用  #データ分析  #画像入力



009 本目

GeminiのDeepResearch活用術

口コミをAIが網羅的に分析！レポート作成作業が
4時間→30分に

課題

週次ソーシャル報告レポートの
作成に、最大で4時間もの時間
がかかっていました。

口コミ収集と要約が大きな負担でした。

解決策

Geminiの DeepResearch機
能を利用して、ネット上の口
コ ミ を 網 羅 的 に 調 査 し ま し
た。その後調査結果をトピッ
クごとにAIが要約します。

成果

レポートの作成時間が30分程
度に短縮されました。

利用者の声 要約された情報をスライド資料にコピー＆ペーストするだけで、高品質なレポートが完成します。

 #AI活用100本ノック  #Gemini  #DeepResearch



010 本目

NotebookLM活用

法令解釈の内容を読み込ませ、共有用ポッドキャ
ストを作成

課題

複雑な医療関連の法令を理解するの

に時間がかかっていました。引継ぎ

の際にも、過去に調べた内容を忘れ

てしまい、資料を読み返す作業が必

要になっていました。

解決策

NotebookLMに法令等の解釈の内容

を読み込ませ、簡易的なFAQを作

成。さらにそのFAQをポッドキャス

ト化しました。

成果

難しい話題も、ポッドキャストを利

用して耳からも得られる事で、より

理解しやすくする事が出来ました。

他のチームにも共有され、業務効率化

に役立てられています。

利用者の声
特に、ポッドキャストはAIの使い方としても面白いという事を反応を頂き、音声で聞くことで「スッと内容が
入ってくる」と関係者からも良い反応を得られています。

#AI活用100本ノック #NotebookLM



011 本目

Geminiでファイル名変更を瞬時に完了！
面倒なファイル名の変更作業をGASのマクロ作成＋
ターミナル入力で一瞬で終わらせる

 課題

お客様から受領したファイルやこちらから送付し
たファイルを、毎日手作業で「日付＿プロジェク
ト名＿会社名」というルールに沿ってリネームし
ていました。数が多く、非常に面倒で時間のかか
る作業でした。

解決策

Geminiに「大量のファイルをリネームしたい。
簡単に実行する方法を教えて」と相談。スプ
レッドシート上でファイル名を一括変更できる
マクロ（GAS）とターミナルのコマンドを作成
してもらい実行しました。

「こういうルールでファイル名を変更したい」と伝
えるだけでマクロのコードを生成してくれました。

成果

手作業で行っていたリネーム作業があっとい
う間に完了するようになり、作業時間を大幅

に短縮できました。

手作業によるミスもなくなり、業務の正確性も向上
しました。Geminiのマクロは本当に正確で助かりま
す。

利用者の声 面倒だと感じていた単純作業から解放されストレスが大きく減りました。

#AI活用100本ノック #業務効率化 #GAS自動生成



012 本目

GeminiでGAS作成＆JIRAを自動起票で効率化！
Slack通知をきっかけにJIRAチケットを自動で起票
する

 課題

セキュリティに関する相談やインシデン
トが発生した際、Slackで通知を受け取っ
た後に、手動でJIRAのチケットを作成する
必要がありました。この作業は定型的な
がらも手間がかかっていました。

解決策

Geminiに依頼して、特定のSlack通知を対
象に、JIRAチケットを自動で作成するた
めのスクリプト（GAS）を生成してもら
いました。

成果

チケットの起票漏れがなくなり、かつ
案件管理にかかる工数を大幅削減でき
ました。

手作業がなくなったことで、本来のセキュリ
ティ業務により集中できるようになりまし
た。

利用者の声 AIにスクリプトを生成してもらうことでプログラミングの手間なく自動化・効率化を実現できました。

#AI活用100本ノック #JIRA  #セキュリティ



013 本目

CursorやClaude Codeに博多弁の口調や人格を設定

AIを話しかけやすい人格にすることで 
コーディング効率UP！

課題

AIとの対話で意図しない出力にストレ
スを感じたりすることがありました。

デフォルトのAIだと返答があまりに機械的
で、「仕事感」を強く感じていました。

解決策

AIコーディングを始める際に、最初に
喋り方の変更に手を付けました。

「博多弁で話す美術や落語などに詳しいAI」
として口調を設定することで、システム設計
を美術作品に例えるなどユニークな出力が増
えるように調整。

成果

通常の機械的な返答だった頃に比べ
てAIに話しかけるハードルが下がり、
「まずはカジュアルにAIに相談しよ
う」という思考になりました。

CursorでもClaude Codeでも同じMarkdownの
設定ファイルを読み込んでくれて、互換性も
バッチリ！

利用者の声
変な出力にも「この子かわいいな」とか「ちゃんと指示できてなくてごめんね」という思考になり、精神衛生
が向上しました。

#AI活用100本ノック#Cursor #ClaudeCode



014 本目

ChatGPT活用で研修教材を作成！

短期間で研修教材を作成し、時間とストレスを
大幅削減

課題

2時間×2日間のPM研修教材を短期間で作成する
必要があり、構成の検討や頭の中のアイデアを整
理することに大きな負担を感じていました。

トークスクリプトの作成もプレッシャーの原因と
なっていました。

解決策

考えをChatGPTに書き出し、構成やアジェンダ
作成の壁打ち。作成した資料をChatGPTに読み
込ませ、時間配分に合わせたトークスクリプト
の参考案を作成してもらいました。

成果

教材作成時間の短縮とストレスの緩和に繋がり
ました。さらに、作成したものをSAI（社内生
成AI）やNotebookLMに読み込ませて研修参加
者や参加者以外の社内メンバーに資料とともに
公開して、独自の生成AIを作成してもらえるよ
うにした事で、PMの基礎ナレッジや業務Tips
を多くの人に広げる事が出来ました。

利用者の声 自分自身の頭の整理や壁打ちに役になり、文章構成の検討を時短で行う事が出来た。難しい内容も「優しく答
えて」などプロンプトの記載でより利用者に沿った形でPMナレッジを理解する事ができました。

#AI活用100本ノック #ChatGPT #PM



015 本目

HRもGeminiをフル活用！人事情報の共有をスムーズ＆セキュアに実現！
全社の異動情報をGASで自動可視化！ 
複雑なデータもAIで整理

課題
全社の異動情報がCSVデータで管理されていまし
たが、情報が分かりにくく、そのままでは各部門
のマネージャーに必要な情報だけを共有すること
が困難でした。

例えば、一人の社員の異動が「元部署の削除」と「新部署の
追加」の2行で表現されるなど、直感的に理解しにくいデー
タ構造でした。

解決策
Geminiと対話しながら、実現したいアウトプッ
ト（部署ごとに異動情報を整理し、権限管理さ
れたシートに展開する）を伝え、それを実現す
るためのGAS（Google Apps Script）を作成し
てもらいました。

AIに依頼することで、CSVの複雑なデータを自動で加工・整
形し、見やすい形に変換する処理を実装できました。

成果

全社の異動情報を部署ごとに自動で抽出し、該

当部署のマネージャーだけが閲覧できるスプ
レッドシートに展開する仕組みが完成。情報共
有がスムーズかつセキュアになりました。

シートの管理や権限設定もGASで自動化でき、手作業による
管理コストを大幅に削減できました。

利用者の声
これまで手作業で加工していた複雑なデータが、AIの作ったGASによって自動で整理され、情報が格段に見や
すくなりました。プログラミングの知識がなくても、AIとの対話でここまで出来ることに驚きました。

#AI活用100本ノック #人事 #GAS自動生成



016 本目

画像をGeminiで取り込みカレンダーに自動登録！

日付部分の画像を送るだけでGeminiで 
カレンダー登録が完了！！

課題

複数の予定や、数ヶ月先の予定をGoogleカ
レンダーに手で一つずつ入力するのは手間
がかかっていました。特に、イベントのチ
ラシなど、紙のものを見ながら入力するの
は面倒でした。

イベントチラシの日時部分や、メールの日時スクショなどの
画像を活用できないかと考えました。

解決策

Geminiアプリに、スケジュールの写真や
スクリーンショットを送って、「これを
カレンダーに入れて」と依頼するだけ
で、自動で予定を登録してもらえます。

「カレンダー登録用のGem」を作成しておくと、「カレン
ダーに入れて」と毎回言わなくても、画像や予定の日時を送
るだけで意図を汲み取って登録してくれるようになります。

成果

手動でカレンダーに入力する手間が大幅
に削減され、時短につながりました。

複数の似たような予定を一度に登録したい場合も、Google
カレンダーで直接操作するより早く完了できます。

利用者の声 カレンダーに入れたいイベントをスマホで撮って送るだけで、面倒なカレンダー登録作業が終わるのは本当に
楽です。AIのおかげで、スケジュール管理がよりスマートになりました。

#AI活用100本ノック #スケジュール管理 #Gemini



017 本目

Cursor と Claude Sonnet 4の連携

データ連携作業を自動化し、数人日分の工数を削減！

課題

WebUIから手作業でのデータ連
携作業は、時間と労力がかかっ
ていました。

解決策

データ連携を自動化するスクリ
プトを開発。

AIにコードベースの調査、実現案の検
討、そして実際のスクリプト実装まで
を依頼。

成果

コードベースの調査から実現案
の検討、実装までの一連の作業
を、本来数時間を要するところ
わずか30分で完了することがで
きました。

利用者の声 工数を、おそらく数人日単位で削減できました。

#AI活用100本ノック #Cursor #ClaudeSonnet4



018 本目

デザインツール初心者がGemini活用でモック作成！
企画の解像度アップ！AIとの対話でモックアップ
作成が3日も早くなった

課題
新しい企画のモックアップ（試作品）を作成する
際、企画要件を読み込んでから自分で画面構成を
一から考える必要がありました。この初期段階の
作業に多くの時間がかかっていました。

ビジネス職で、デザインツールを初めて使う状況でした。

解決策
Geminiに企画要件を伝え、「最低限必要な画面
は？」「画面に必要な要素は？」「わかりやす
くするにはどうしたら良い？」といった質問を
投げかけ、対話しながらモックアップの構成案
を作成してもらいました。

AIに画面構成の6割程度のたたき台を出してもらうことで、
ゼロから考える手間を省きました。

成果
肌感覚で約3日かかっていた初期の画面構成案
の作成が、AIとの対話を通じて大幅に短縮され
ました。また、動くモックを作る事により、他
のメンバーとの意思疎通の時間も一気に短縮で
きました。

ツール自体の使い方で不明な点も、画面のスクリーン
ショットを撮ってGeminiに質問することで、すぐに解決！

利用者の声
AIが壁打ち相手になってくれることで、思考が整理され、企画の解像度も上がりました。結果的に、より質の
高いモックアップを効率的に作成することができ、非常に効率的でした。

#AI活用100本ノック #企画書作成 #モック作成



019 本目

Geminiでコピーライティングの考え方とワーディングを分析

コピー未経験者でもAIで良いコピーは書けるのか？！
コピーライターが検証

課題

AIにコピーを依頼すればすぐ何案でも生成
できますが、目的に叶った案の選択や品質
担保は未だ経験が必要です。

コピー作成は本来ターゲットと目的に沿って表現やワーディ
ングなどの手法を組み合わせて検討していくもので、ロジッ
クや経験を必要とする

解決策

Geminiにコピーライターであるという設
定と世の中に出ているコピーを与え、そ
の目的とコピーの構造、ワーディングを
分析してもらい、そのフレームワークに
ならってコピーの案出しをしてもらいま
した。

成果

コピーライターの観点や思考法をフレー
ムワークにすることで一定AIによるコ
ピーの精度や効率は上がります。


利用者の声 生成AIと相性の良いコピー（テキスト）で取り組んでいますが、クリエイティブのロジックやフレームワークをAI活
用プロセスに導入することでクリエイティブ職以外の方でも良い品質の成果物を得られるようにしていきたいです。

#AI活用100本ノック #Gemini #コピーライティング



020 本目

Gemini/LangChain活用で障害対応を効率化！

ネットワーク障害アラートの初動対応を自動化
するエージェント開発

課題

ネットワークインフラ機器から障害アラートが発生した
際、その影響範囲の特定や原因の調査に人手と時間がか
かっていました。

24時間365日、いつ発生するかわからないアラートに迅速に対応す
る必要がありました。 
障害解決の対応そのものと同じくらい、影響範囲の特定・原因の
調査が高い負荷となっていました。

解決策

GeminiやLangChainを活用し、アラート情報を自動で
取得・分析するエージェント「NOA」を開発。アラー
ト内容から影響範囲や原因の仮説を立て、ネットワー
ク機器からのデータ収集と仮説の検証を行います。

本エージェントは、即時的／中長期的に対応すべきことを分けて
提示してくれるように設計しています。仮説の検証結果や機器同
士の接続情報等に基づく最終的なアラートの重要度、即時対応の
要否を根拠と確信度と共に提示する能力も有しています。

成果

人間が介入すべき点を的確に提示してくれるため、障害
対応の初動を大幅に効率化できました。エンジニアはよ
り高度な判断や根本解決に集中できるようになりまし
た。瞬間的な障害や即時対応不要なアラートはエンジニ
アへの通知を抑制し、より重要なアラート・業務に集中
できるようになる機能拡張が進行しています。

PoC/α版の段階ですが、今後の運用負荷軽減に期待が持てます。

利用者の声 これまで手動で行っていたアラート発生時の一次調査が自動化され、人間は最終確認と対応に集中できる。 
これにより、障害対応のスピードと質が向上しました。

#AI活用100本ノック #インフラ運用 #障害対応自動化



021 本目

ObsidianとCursorの連携

Obsidianでのタスク管理をCursorに任せて、 
更新漏れなし！

課題

手動作業では、タスク・プロジェクト
管理の煩雑さと更新漏れがありまし
た。

複数のプロジェクトを抱えていると、全体
像の把握が難しくなります。

解決策

Cursor連携することで、Obsidianに
「やったこと」を箇条書きするだけ
で、進捗管理や情報整理を自動で
行ってくれます。

成果

更新漏れゼロ！プロジェクトの情報
が集約されるため、自然とタスクも
Cursorに任せられるようになりまし
た。

利用者の声 プロジェクトの全体像が常に明確になり、効率的な進行が可能になりました。

#AI活用100本ノック #Cursor #Obsidian



022 本目

Geminiがイベント運用をサポート

イベント企画から実行まで、AIがあなたの右腕に

課題

KPI設定、施策の検討、取材
対応、進行管理など、時間
と労力が大きくかかってい
ました。

解決策

KPIの考え方や施策の壁打
ち、取材内容、スケジュー
ル設計やToDoの洗い出し
など、多角的にAIへ相談。

成果

企画・実行の効率化と運営
品質の向上、負荷軽減に繋
がりました。

利用者の声 他業務の合間に検討する事ができ、まとまった時間が不要で便利です。

#AI活用100本ノック #Gemini



023 本目

Cursor + Claude Sonnet 4でログデータ分析用スクリプトの作成

Cloudwatch Logsの非構造化データから業務問題を
洗い出し

課題

大量の非構造化ログデータの
中から、業務上の問題につな
がる特定の情報を手動で探し
出すのは至難の業。

解決策

業務上問題があるデータを洗
い出すためのPythonスクリ
プトの作成を依頼しました。

一度きりの「書き捨て」スクリプトを
書いてもらっています。

成果

問題の早期発見と迅速な対応
が可能になりました。

利用者の声 担当者も「いつも大変お世話になっております！」と大絶賛。

#AI活用100本ノック #Cursor #Claude



024 本目

脆弱性レビューはもちろん、パフォーマンスや設計のレビューもお任せ！

Gemini 2.5 Pro でリポジトリ丸ごと 
爆速・高精度なレビューを実現！

課題
従来のAIレビュー方式（PR差分に対するレ
ビューやエージェントによるレビュー形式）で
は、必要なコンテキストがAIに正確かつ効率的に
伝わらず、レビューの網羅性や精度に限界があり
ました。

レビューの質をさらに高め、セキュリティを強化す
る必要がありました。

解決策
Gemini 2.5 Proと独自ツールを組み合わせ、リ
ポジトリ全体を対象として個々（脆弱性レ
ビュー、パフォーマンスレビュー、設計レ
ビュー）のレビューを行いました。

レビューはわずか5分程度で完了します。

成果
AIによる本方式では、複数ファイルに実装がま
たがる「ロジックの脆弱性」も検出が可能で
す。SAST等のツールでは、ロジックの絡む脆
弱性の検出は一部の簡単な場合を除き難しかっ

たのですが、本方式で実現できました。

人間のレビューや、従来のAIレビューでは見逃しがち
な、より深いレベルでのコード品質向上が可能に。

利用者の声
AIのレビューは驚くほど便利で、もはや人間だけのレビューには戻れないレベルに達していると感じます。
コードの品質とセキュリティを担保する上で、なくてはならない存在です。

#AI活用100本ノック #コードレビュー #脆弱性診断



025 本目

Dify + Claude Sonnet 4で誰でもデータ分析！


チャットUI上での対話で、SQL生成・LLMによる
自然言語処理を一気通貫で実行！

課題

事業のデータ利活用に際し、複雑な
データ構造やSQL文法への習熟が必要
で、限られた人員しかデータを扱えて
いませんでした。

LLMのプロンプト作成の品質も人によってばら
つきがありました。

解決策

データ基盤とDifyを連携させ、データ
取得SQLの生成、LLMプロンプトの作
成、実際のデータ分析までを 自然言
語 に よ る 対 話 で 実 行 可 能 に し ま し
た。

成果

本部内に解放したら、SQLを触ったこ
とないメンバーが、自らデータ分析
して施策検討サイクルを回すように
なりました。

利用者の声 「こんな事を聞いてアナリストの時間を奪うのもな」と思っていた事も、LLM相手であれば自分が納得いくま
でやり取りができて、満足度が高いです。

#AI活用100本ノック #Dify #Claude



026 本目

Devin活用でバイブコーディング！

QA担当がAIで開発！DevinでPR作成まで実現

課題
品質管理業務を担っていますが、普段はオ
ペレーションツールの修正や機能追加の要
望をエンジニアに依頼するしかありません
でした。軽微な修正でも、自分で直接対応
できないことにもどかしさを感じていまし
た。

解決策
AIソフトウェアエンジニアである「Devin」
を活用し、ツールの修正を自ら行いまし
た。自然言語で指示を出すだけで、Devinが
コーディングを代行してくれます。

いわゆる「バイブコーディング」（Vibes-based 
coding：感覚や雰囲気でコーディングすること）で、
専門的な知識がなくても開発作業を進められました。

成果
これまでエンジニアに依頼していたツール
の修正や機能追加を自分自身で完結させ、
プルリクエスト（PR）を出すことができる
ようになりました。

職種の壁を越えて、自身でプロダクト改善のサイクル
を回せるようになりました。

利用者の声 エンジニアに依頼するしかなかったツール改修を、自分自身の手で直接できるようになったのは大きな変化です。
Devinのおかげで、アイデアをすぐに形にできるようになりました。

#AI活用100本ノック #Devin #バイブコーディング



027 本目

Deep Researchで諸外国の概況把握


人間による本調査前に、 
AIによる事前調査を依頼して時間を節約！

課題

仕向地の言語や事情に精通して
いない状況で、法令や要請の不
明瞭な点、および、事業者側で
必要な対応を明らかにすること
には時間を要する。

解決策

Deep Researchに、当該法令や要
請の内容、および、具体的な事
業 者 の 対 応 状 況 を 一 覧 化 さ せ
る。

成果

イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 実 例 を 元
に、広く浅く概況を把握する為
の資料が得られる。

利用者の声 AI執筆の即席まとめ記事は、特化領域への即応性に優れ、調査の足掛かりとしては有用。本調査、および、法
務部門や弁護士事務所との連携を通して方針決定をする為、ハルシネーションが存在する前提で運用可能。

#AI活用100本ノック #DeepResearch



028 本目

非エンジニアのClaude Sonnet 4 とCursor活用
複雑な環境構築は不要！ 
コマンド一つでモック確認

課題
非エンジニアがモックをローカル環境で確認
する際、環境構築などで何度も沼ってきまし
た。指定されたコマンドをCLIから実行しなけ
ればならず、エラーが出るたびにエンジニア
さんに解説いただく手間がありました。

専門知識の不足、セットアップの手間、トラ
ブルシューティングの困難さ。

解決策
Cursor Agentから「立ち上げて」と言うだけ
で、Read Me（説明書）に従い自動で必要な
コマンドを実行。環境構築やライブラリの
インストールも同時に完了させてくれるこ
とで、双方手間がなくモックをローカルで
動かせるようになった。

成果
非エンジニアでも簡単にモックの内容を

チェックできるようになりました。

利用者の声 ユーザーフレンドリーな操作性で扱いやすいです。

#AI活用100本ノック #Cursor ＃Claude



029 本目

新機能の品質チェックにGeminiを活用！

テストケース作成をAIで効率化！ 
レビューまで任せて品質向上

課題

新機能のテストケースを作成する際、リリース速
度とプロダクト品質を保ったまま、品質チェック
工程を効率化したいと思っていました。

複雑な仕様に対し、人の目で気付き難い点を指摘してくれるため
抜け漏れチェックに良いと感じました。

解決策

要件定義PRDをインプット情報として、Gemini 
Flashにテスト観点の作成を依頼。出力された
テスト観点を人間がファクトチェックした後、
さらにGeminiにレビューさせ、不足している観
点を指摘してもらいました。

テスト観点の作成やファクトチェック等、プロセスごとにAIを適切

なタイミングで活用したりレビュー依頼を行うことで、テスト全

体の精度と品質を高めつつ、テストケースの作成も行いました。

成果

テスト観点の抽出からケース作成、レビューま
での一連のプロセスを効率化し、品質の高いテ
ストを担保できるようになりました。

共通作業を行うもの同士は、そのスキルを持った共通プロンプト

を投げることで一定レベルの成果物が出力されるため、さらに対

話することで精度を上げることができました。

利用者の声
「特に見て欲しいポイント」を伝えることでレビュー精度が向上し、欲しいレビュー結果に近づきました。 
また、AIはタイミングや回数に気兼ねなくいつでもレビューの相方になってくれるのは心強かったです。

#AI活用100本ノック #テスト設計 #QA



030 本目

Cursor + Claude Sonnet 4活用でPythonコードの品質改善
Type HintやLinterなしのコードもAIで一括修正、
エラーゼロへ！

課題
Type Hint（型ヒント）やLinter（静的
コード解析ツール）が適用されてい
ないPythonのPoCコードベースをプロ
ダクションに移行する際、エラー検
知が複雑でした。

解決策
Cursorに既存のPythonコードベース
を読み込ませ、「Ruff（静的解析・
フォーマットツール）やmypy（型
チェックツール）のエラーがゼロに
な る ま で 修 正 せ よ 」 と 指 示 し ま し
た。

成果
Cursorはコードを分析し、自動的に修
正案を生成・適用してくれ、品質が
大きく改善されました。

利用者の声
実際にRuffやmypyコマンドを実行しながら進めてくれるので、進捗が分かりやすく良かったです。どの程度の品質を求めるのかにつ
いては、予めRuffやmypyのルールを調整しておくことで対応できます。AIが保守改善しやすいコードベースを作っていくにあたっ
て、コード品質の向上は一層重要性が高まっていると感じます。

#AI活用100本ノック #Cursor #Claude



031 本目

Gemini活用で資料作成の手間を削減！

Confluenceの情報をAIが自動集約し、 
報告資料を簡単に生成！

課題

グループの月次報告資料を作成す
るために、Confluence上の複数の
ページから活動情報を収集し、一
つの資料にまとめる作業が非常に
手間でした。

解決策

Confluenceの複数ページから情報
を取得し、マークダウン形式に変
換。そのテキストデータをGemini
にプロンプトと共に与え、1ページ
の報告資料としてまとめてもらい
ました。

成果

これまで手作業で行っていた情報
収集と資料作成の手間が大幅に削
減され、月次報告の準備が迅速に
行えるようになりました。

利用者の声 散らばっていた情報をAIが一瞬で集約し、分かりやすいレポートにまとめてくれるので、報告業務
の負担が劇的に軽くなりました。

#AI活用100本ノック #資料作成 #業務効率化



032 本目

Geminiでアンケート準備！
アンケート設問の動作確認準備をAIで効率化

テストに必要なペルソナパターンをAIで作成

課題

アンケートの設問に多くの分岐や
条件が設定されている場合、動作
テストのために複数の回答者パ
ターンを作成する必要があり、手
間と時間がかかっていました。

解決策

Geminiにアンケートの重要な分岐
点 を 指 示 し 、 テ ス ト に 必 要 な
「チェック担当者 × デバイス × 
ペルソナ（年齢・性別など）」の
組み合わせパターンを複数生成さ
せました。

成果

担当者の感覚に頼りがちだったテ
ストパターンをAIが網羅的に洗い
出してくれるため、チェックの品
質が向上し、作業時間も短縮され
ました。

利用者の声 複雑なアンケート条件下での動作テスト準備を、より短時間で精度高く、網羅性高くおこなえるようになり、業
務効率はもちろん動作確認作業の信頼性向上にもつながりました。

#AI活用100本ノック #アンケート #ペルソナ作成



033 本目

Gemini + Clineで工数見積もり

1週間かかる作業がわずか2日に短縮！

課題

開発案件の工数見積もりは、技術
調査やタスクの洗い出しに時間が
かかり、担当者によって精度にば
らつきが生じやすいという課題が
ありました。

解決策

既存のコードベースを必要に応じ
て加工しClineで解析し、実装方針
を作成。その方針を基にGeminiで
タスクを分解し、過去の見積もり
実績データと照らし合わせて工数
を見積もりました。

成果

これまで技術調査を含めて1週間ほ
どかかっていた見積もり作業が、
わずか2日で完了。さらに、コー
ドベースに基づいた詳細なタスク
分解により、見積もりの精度も大
幅に向上しました。

利用者の声 AIが実装方針の検討からタスク分解まで行ってくれるため、見積もり作業の属人化を防ぎ、誰でも
精度の高い見積もりを迅速に行えるようになりました。

#AI活用100本ノック #開発見積もり #工数削減



034 本目

NotebookML活用！
Slackスタンプのリアクション集計を 
秒速で完了！

課題
Slackのスタンプ（絵文字リアクショ
ン）で誰がどのスタンプを押したのか
集計したいとき、スタンプにマウス
カーソルを合わせてスタンプを押した
メンバーを表示し、目視で集計する必
要があり、地味に手間のかかる作業で
した。

解決策
スタンプを押したメンバーを表示して
スクリーンショットを撮影し、
NotebookMLにソースとして与え、ス
タンプを押したメンバーの名前をリス
ト化させました。何人が押したのかも
集計しました。

成果

これまでスタンプを押したメン
バーを目視で確認し、手でリスト
化していた作業が一瞬で完了。劇
的に時短できました。

利用者の声 画像をAIに渡すだけで、テキストとして情報を整理してくれる手軽さに驚きました。 
アイデア次第で様々な場面に応用できそうです。

#AI活用100本ノック #画像認識 #業務効率化



035 本目

Atlassian Rovo活用！
AIがアジェンダを事前準備！ 
会議のアウトプットを最大化

課題
週次定例ミーティングの前に、Jiraの
チケットを確認し、アジェンダをまと
める作業に時間がかかっていました。

解決策
Atlassian RovoとJira Automationを連
携させ、AIエージェントを構築。毎週
木曜日の朝9時に、直近で更新があっ
たJiraチケットとその内容の要約、次
のアクション提案を含むアジェンダ
（Confluenceページ）を自動で作成す
るようにしました。

成果
会議の準備時間が不要になり、参加
者全員が事前にアジェンダを把握で
きるため、会議の進行がスムーズに
なり、議論が活発になりました。

利用者の声 AIが会議のトピックを整理し、次のアクションまで提案してくれるので、会議の生産性が劇的に向上しました。
もうAIのいない会議には戻れません。

#AI活用100本ノック #会議効率化 #アジェンダ自動生成



036 本目

Fireflyでプレゼン資料の挿絵作成

イメージに合う挿絵がない？ 
AIに作ってもらえば解決！

課題

社内プレゼン資料を作成する際、内容に
ぴったり合う挿絵や画像を見つけるのに
時間がかかったり、商用利用可能な素材
が限られていたりする課題がありまし
た。

解決策

Adobe Fireflyを使い、プレゼンの内容
に合わせた画像を生成。生成された画
像をPhotoshopで微調整して、資料の挿
絵として利用しました。

一度の生成で求める完璧な画像が出なくても、数回
試行することでイメージに近く、利権的に商用利用
も可能な画像を効率的に作成できます。

成果

資料のコンテンツに合った画像を短時
間で作成できるようになり、資料全体
のクオリティが向上しました。

利用者の声
これまで画像探しに費やしていた時間を、資料の内容をブラッシュアップするために使えるように
なりました。

#AI活用100本ノック #画像生成 #資料作成



008 本目

Cursor + 画像入力で分析コード作成を高速化

データ分析のスピードが格段に上がる！

「SQL自動生成」

課題

データ分析を行う際、自然言語で書かれた分析の要
件定義書を分析メンバーが解釈し、SQL文に変換す
る必要がありました。この変換作業の解釈には一定
の経験が必要かつ、時間と手間がかかるため、開発
のボトルネックとなっていました。

スプレッドシートの情報はYAMLやMarkdownなどの形式
に変換してからAIに処理させる必要があり、手間がかか
ります。

解決策

Cursorにスプレッドシート上の分析の要件定義
書を画像として入力し、その情報を元にSQLの
自動生成を行いました。

AIが処理しやすい形式への変換が不要になり、言語や
テーブル・カラムの背景情報はプロンプトで補完する
ことで、より高精度なSQL生成が可能になります。

成果

まだ検証段階ですが、SQL自動生成が実用化で
きれば、分析メンバーはSQLの解釈・作成ス
テップが不要になり、レビューのみで済むよう
になります。

AIが処理しやすい形式への変換が不要になり、言語や
テーブル・カラムの背景情報はプロンプトで補完する
ことで、より高精度なSQL生成が可能になります。

利用者の声
スプレッドシートのデータからSQLが生成されれば、分析のスピードが大幅に向上し、本質的な分析に注力で
きます。

#Cursor  #SQL生成  #AI活用  #データ分析  #画像入力

037 本目

Gemini、VertexAI活用！

社内ミーティングの議事録を 
AIが再要約→Slack共有まで自動で

課題

Google Meetの自動議事録機能は便
利ですが、求める精度の内容で要
約されないことも多く、内容を正
確に把握するためには結局、手直
しや再要約が必要でした。

解決策

Meetの議事録と動画をVertexAIに
渡し、Geminiで再要約。その内容
をSlackに自動投稿するGASを開発
し、毎日社内での朝会が終わる時
間に自動実行されるようにしまし
た。

成果

議事録の作成から要約、共有まで
の一連の流れが完全に自動化さ
れ、毎朝5分程度ではあるものの
作業の削減につながりました！

利用者の声
これまで議事録の確認や整理にかけていた時間がゼロになり、朝会で決まった事項へのアクションにすぐ移れ
るようになりました。チームのスピード感が向上したと実感しています。

#AI活用100本ノック #議事録自動化 #情報共有



008 本目

Cursor + 画像入力で分析コード作成を高速化

データ分析のスピードが格段に上がる！

「SQL自動生成」

課題

データ分析を行う際、自然言語で書かれた分析の要
件定義書を分析メンバーが解釈し、SQL文に変換す
る必要がありました。この変換作業の解釈には一定
の経験が必要かつ、時間と手間がかかるため、開発
のボトルネックとなっていました。

スプレッドシートの情報はYAMLやMarkdownなどの形式
に変換してからAIに処理させる必要があり、手間がかか
ります。

解決策

Cursorにスプレッドシート上の分析の要件定義
書を画像として入力し、その情報を元にSQLの
自動生成を行いました。

AIが処理しやすい形式への変換が不要になり、言語や
テーブル・カラムの背景情報はプロンプトで補完する
ことで、より高精度なSQL生成が可能になります。

成果

まだ検証段階ですが、SQL自動生成が実用化で
きれば、分析メンバーはSQLの解釈・作成ス
テップが不要になり、レビューのみで済むよう
になります。

AIが処理しやすい形式への変換が不要になり、言語や
テーブル・カラムの背景情報はプロンプトで補完する
ことで、より高精度なSQL生成が可能になります。

利用者の声
スプレッドシートのデータからSQLが生成されれば、分析のスピードが大幅に向上し、本質的な分析に注力で
きます。

#Cursor  #SQL生成  #AI活用  #データ分析  #画像入力

038 本目

Geminiでスクリプトのレビュー＆改善

既存スクリプトをAIでリファクタリング！ 
ステップ数を3割削減！

課題

子会社向けの請求書を自動発行する既存
のスクリプトは処理手順が多く、一部で
担当者の手作業が発生するなど、改善の
余地がありました。

解決策

既存のスクリプトをGeminiに読み込ま
せてレビューと改善提案リライトを実
施。より効率的な処理方法を提案さ
せ、スクリプトを改善しました。

既存のスクリプトは手作りでしたが、ゼロから
Geminiに作成させることも可能です。

成果

AIによるリファクタリングの結果、処
理手順を3割削減することに成功。合わ
せて、これまで担当者が行っていた手
作業も自動化され、業務効率が向上し
ました。

利用者の声
既存のコードをAIに見せるだけで、改善点を的確に指摘し、より洗練されたコードに書き換えてくれることに
驚きました。コードの品質向上と効率化を同時に実現できました。

#AI活用100本ノック #コードレビュー #リファクタリング



039 本目

ChatGPTで言語の壁を突破！

海外文献の調査もAIでスピードアップ！

課題

海外の法令や当局の指針を調査す
る際、特に英語以外の言語の文献
は一つ一つ翻訳する必要があり、
多大な時間と手間がかかっていま
した。

解決策

ChatGPTのDeepResearch機能を活
用し、海外の文献調査を行いまし
た。AIが自動で日本語の要約を作
成し、さらには原典まで探し出し
てくれます。

成果

これまで翻訳に費やしていた時間
が不要になり、海外の法令調査が
大幅に効率化され、迅速な情報収
集が可能になりました。

利用者の声 AIが言語の壁を取り払ってくれたおかげで、海外の重要な情報を迅速かつ正確に把握できるようになり、業務
の質が向上しました。

#AI活用100本ノック #ChatGPT #海外リサーチ



040 本目

Gemini + Copilotを活用！
資料作成が苦手でも大丈夫！ 
AIでスライド作成が爆速化

課題
スライドやパワーポイント資料の
作成が苦手で、毎回多くの時間を
かけても、満足のいくクオリティ
のものが作れないという悩みがあ
りました。

解決策
まずGeminiと対話しながら資料の
アウトライン（構成）を決定。そ
の後、そのアウトラインに基づい
て、Github Copilotに各スライドの
内容をコーディング（デザイン・
レイアウト生成）させました。

成果
これまで時間と労力をかけていた
スライド作成が爆速で完了。AIが
構成と内容のたたき台を作ってく
れるため、資料のクオリティも安
定して向上しました。

利用者の声 自分の苦手な部分をAIにサポートしてもらうことで、ストレスなく、かつスピーディーに質の高い資料を作成
できるようになりました。まさに「得意を伸ばし、不得意を補う」AI活用です。

#AI活用100本ノック #資料作成 #スライド作成



041 本目

NotebookLM活用！

施策振り返りはAIとの対話で 
アナリスト工数を削減！

課題

施策の振り返りなどの分析業務を
アナリストに依頼すると、工数が
かかり、現場が求めるタイミング
で迅速に分析結果を得られないこ
とがありました。

解決策

SQL生成や分析の要件設計が可能
なNotebookLMを作成し、現場の
担当者が自ら分析業務を行える環
境を整備しました。

成果

アナリストの工数が大幅に削減さ
れただけでなく、現場の社員が
NotebookLMとの対話を通じて分
析スキルを向上させるという副次
的な効果も生まれています。

利用者の声
AIと対話しながら分析を進めることで、データへの理解が深まり、自分たちの手で施策の効果を可視化できる
ようになりました。分析業務がより身近なものになりました。

#AI活用100本ノック #データ分析 #SQL自動生成



042 本目

Gem活用で告知文章作成

ライティングスキルの属人化から脱却！ 
誰でも高品質な文章に！

課題

文章の癖や丁寧さは人によって微妙に異な
るもの。SNS等の告知の内容が作成者ごと
に異なると、ブランドイメージの統一が難
しくなり、文章作成や確認に時間がかかる
という課題がありました。

解決策

GeminiのGemで、基本的な文章の「型」
となるプロンプトを設定してチームで共
有。誰が利用してもその「型」に沿っ
て、SNSやアプリ内通知など、媒体に合
わせた文章の素案を効率的に生成・
チェックできるようにしました。

成果

文章作成の属人化が解消され、チーム全
体で文章の品質が統一されました。
「Gem」を活用することで毎回プロンプ
トを考える手間も省かれ、一度の出力で
媒体別でたたき台が完成するため、作業
効率も大幅に向上しました。

利用者の声
Gemによる共通の「型」を使うことで文章の品質が担保され、一からプロンプトを考える手間が省け、
誰でもスピーディーに質の高い文章を作成できるようになりました。チームの生産性が格段に上がった
と実感しています。

#AI活用100本ノック #文章生成 #業務標準化



043 本目

Gemini + NotebookLM活用
Google Meetの文字起こしで 
環境構築のReadmeを短時間で作成！

課題
開 発 環 境 の 構 築 手 順 を ド キ ュ メ ン ト
（Readme）化する際、やり方を知っている人
が一人で網羅的かつ適切な粒度で手順をまと
めきるのには手間も時間もかかります。

解決策
Google Meetでの口頭説明を文字起こしし、
そのデータをGeminiでドキュメント化しま
し た 。 同 時 に 、 文 字 起 こ し 全 文 を
NotebookLMに読み込ませ、画面録画と共に
共有することで、ドキュメントに記載しき
れなかった詳細情報をいつでも質問できる
ようにしました。

成果
口頭での説明内容が、抜け漏れなく、かつ
構造化された精度の高いドキュメントとし
て一発で完成。

ドキュメント作成にかかる時間が大幅に削減さ
れ、情報共有の質が向上しました。

利用者の声
NotebookLMにまず聞いてもらうことで、すでにドキュメントや文字起こし、映像に記録されている内容の質問が大

幅に減りました。これにより、双方にとって気持ちの良いコミュニケーションで円滑に環境構築が進められました。

#AI活用100本ノック #ドキュメント作成 #ナレッジ共有



044 本目

Geminiで資料整理を効率化
100ページの資料をAIで目次作成・ページ整理！

課題
100ページにも及ぶ大規模な資料を修正する
際、ページの追加や構成の入れ替えを行う
際に、全体の構成を把握し、目次を更新す
る作業が非常に煩雑でした。

解決策
Geminiに資料のPDFファイルを読み込ま
せ、まずは現状のページ構成に基づいた
目次（ページリスト）を作成してもら
い、その後その目次をベースにして、
ページの入れ替え案を検討・作成しまし
た。

成果
手作業では時間のかかる資料全体像の把
握や可視化がAIによってすぐに完了。資
料の構成案の検討、編集・整理作業が大
幅に効率化されました。

利用者の声 資料の全体像をAIが整理してくれるので、構成の変更やページの入れ替えといったクリエイティブな作業に集中でき

るようになりました。

#AI活用100本ノック #資料整理 #目次作成



045 本目

Gemini + Github Copilotでプロトタイプ開発

アイデアを1日で即座に形に！ 
AIが仕様概要を自動でアウトプット

課題

新しいサービスの企画案が生まれても、
それを基にプロトタイプを開発するため
の仕様を作成するのに時間がかかり、ア
イデアの鮮度が落ちてしまうことがあり
ました。

解決策

企画案を入力すると、AIエージェントやプ
ロトタイプ開発に必要な仕様概要を自動で
アウトプットするプロンプトを作成。「作
りたい企画のプロダクト・サービス」のプ
ロトタイプを業務の合間に1日でバイブ
コーディングにて開発しました。

成果

アイデアからプロトタイプ開発までのリー
ドタイムがかなり短縮され、仮説検証サイ
クルも素早く実現できるようになりまし
た。

プロトタイプ作成までエンジニアやデザイナー
なしでAIの伴奏で完了できるのは大きい。

利用者の声
アイデアを思いついた熱量のまま、プロトタイプ開発ができるのは便利。開発手前のアイデアのブラッシュアップも可能で、
仕様と実際に動くプロトタイプをAIで作成することで、その後のエンジニア、デザイナーとのすり合わせもより効率的。

#AI活用100本ノック #プロトタイピング #アジャイル開発



046 本目

Geminiで業務効率化

複雑なデータ整理もAIでミスなく時間短縮！

課題

人事異動に関するデータの資料をまとめ
るにあたり、データ整理の前に読み解く
ことに時間がかかり、結果として成果物
の人為的ミスも多かった。

データを時系列に並べ替えたり、重複する情報をまとめ
たりする作業の難易度が高く、同じ対象であっても期間
の重複や分割によるデータの煩雑さがネックだった。

解決策

Geminiにデータを読み込ませて、データ
の整理・整形を自動化。 
同じ対象のグループ化／連続する期間の
結合/開始日順での並び替え等を指示し、
データを読み取る作業をなくした。

成果

手作業で行っていたデータ整理につい
て、特にデータ内容を読み解く時間が大
幅に削減され資料作成全体のスピードが
向上。ミス削減にも繋がった。

利用者の声
これまで手作業で時間をかけていた細かいデータ整理をAIが一瞬で片付けてくれるので、本来注力すべき資料
の中身の作成に集中できるようになった。

#AI活用100本ノック #データ整理 #資料作成



047 本目

Geminiで議事録を分析＆アジェンダを再整理！
過去数ヶ月分の議事録から 
議論の抜け漏れや課題を抽出！

課題
MTGで議論が白熱したり、タスクの確認
にフォーカスしていると、議論観点に抜
け漏れが発生することがあります。

解決策
Geminiに会議に関する情報（参加者属性
や背景、議事録など）を提供。次回の
MTGで議論するべきこと、今後検討すべ
きこと、見落としているリスクなどをま
とめてもらいました。

Geminiにコンサルタント／優秀なPMとしてのペルソナ
をセット。

成果
議論点の見落としやプロジェクト全体の
課題などを客観的な意見として洗い出し
できたことで、会議のアジェンダをより
良くすることができました。

利用者の声 人間が過去の議事録を遡って議論を整理すると数時間以上かかるものが、すぐに要点や課題点をまとめること
ができました！

#AI活用100本ノック #議事録 #課題抽出



048 本目

NotebookLMで従業員を全力サポート！

24時間365日、いつでも気軽に質問できる 
セキュリティ相談AIチャット

課題

初歩的な疑問や判断に迷う時、「誰に」
「何を」聞けばいいか分からない…。 
膨大な社内規程の中から、必要な情報を
探し出すのが大変…。

解決策

膨大な社内規程やマニュアルを、AIが正
しく理解できるよう“チューニング”し、
それを学習した「セキュリティ相談AI
チャット」を公開しました。

AIを「新人社員」「初心者」と見立て、人間向けに資
料を分かりやすくする。

成果

従業員の"ちょっとした疑問"が即座に社内
ルールを案内され、業務の滞留を防止。
複雑な相談もAIが論点を整理してくれ
て、専門部署への問合せがスムーズにな
りました。

利用者の声
「まずAIに聞く習慣ができた」「初歩的な質問も気兼ねなくできるし、資料を探す手間がゼロになった！」 
と好評です。

#AI活用100本ノック ＃セキュリティ活用 #チャット作成



049 本目

Chat GPT活用で効率化！
AIで単純作業を賢く自動化！ 
人間らしい柔軟な対応も実現

課題

ワークフロー申請のアプリで、申請
されるタスクには、定型的な作業が
多く含まれていましたが、イレギュ
ラーな依頼にも対応する必要がある
ため、完全なシステム自動化は難し
いと考えていました。

解決策

LLM（Chat GPT 4.1）を組み込んだ自
動化ツールを開発。定型的な処理はAI
に任せつつ、イレギュラーな依頼に
も柔軟に対応できる仕組みを構築し
ました。

成果

これまで人間が行っていた作業の大
部分をAIに任せることができ、業務効
率が大幅に向上しました。

利用者の声 LLMの柔軟性を活用することで、これまで諦めていた業務の自動化が可能になりました。定型作業から解放さ
れ、より創造的な業務に集中できています。

#AI活用100本ノック #業務自動化



050 本目

Gemini の Deep Research 活用！

イベントのアンケート分析もAIで！

課題

定量データの集計だけなら関数を用いれば
できますが、大事なのはその数値や傾向が
何を示しているのかという部分です。しか
し、それを言語化するには分析力とドメイ
ン知識が必要になります。

解決策

アンケート結果のうち統計情報のみを利用
して集計したスプレッドシートとイベント
概要の情報をGeminiに読み込んでもらい、
Deep Researchで分析を実施しました。

単純な計算を間違えることがあるので、集計までは人
間側が実施しました。

成果

Geminiが分析観点の洗い出しと、分析結果
のレポート作成までしてくれるため、非常
に効率的でした。

生成されたものをチェックして修正すれば良いので、
大変楽になりました。

利用者の声 LLMを活かしてイベントの課題や伸長ポイントを短時間で洗い出し、チームに対して次回に向けたアクション
提案を即時に共有することができました。

#AI活用100本ノック #gemini #アンケート分析



051 本目

GitHub Copilot活用

初めて触るコードも怖くない！ 
AIがリポジトリの案内人に！

課題

新しいプロジェクトに参加した際など、
初めて触る大規模なコードリポジトリの
全体像を把握し、目的の処理がどこに書
かれているかを見つけ出すのに時間がか
かっていました。

解決策

GitHub Copilotにリポジトリの概要を説
明させたり、「〇〇の処理はどこ？」
といった質問を投げかけたりすること
で、コードの理解を深めました。

AIが相手なら、時間を気にせず質問するこ
とが可能。

成果

これまで手探りでコードを読み進めて
いたのに比べ、AIのガイドによってリ
ポジトリの構造や主要な処理を短時間
でキャッチアップできるようになりま
した。

利用者の声 スムーズにコードの理解が進みます。新しい技術やプロダクトへのキャッチアップが格段に楽になりました。

#AI活用100本ノック #コードリーディング #開発効率化



052 本目

Geminiで会議の在り方をアップデート！
進捗報告だけの定例はもう終わり。 
AIアシスタントがチームの創造性を解放！

課題
毎週、こんな「時間泥棒」で地味に悩んでいまし
た。①進捗報告に時間がかかり、議論の時間が足り
ない②会議直前のアジェンダ作成③アジェンダ、議
事録、タスク管理ツールへのコピペ地獄、など。

解決策
面倒な定型業務をAIに任せて人間とAIの役割を明確
に分けることで、会議の生産性を最大化します。
（※各種業務ツールと最新のAI技術をAPI連携させる
ことで実現）

人間がすべきこと：未来のための議論、新アイデアの創出、重要な
意思決定。人間にしかできない最も付加価値の高い活動に集中。

AIに任せること：情報収集、アジェンダ自動生成、リマインド、議
事録の転記など、面倒な定型業務の代行。

成果

会議は「報告の場」から「創造の場」へ。AIアシ
スタントが、会議の準備から実行、事後処理まで
をシームレスに支援。人間は本質的な業務に集中
し、プロジェクトが加速する状態を実現した。

新しい会議サイクルが、人間を単純作業から解放し、ビジネスを
前進させるための「思考」と「対話」の時間を創出した。

利用者の声 毎週の定例準備にかけていた数時間が、ほぼゼロになりました。本来集中すべき戦略的な議論に時間を使えるようになり、
プロジェクトの進行スピードが格段に上がり、新たな施策を考える余裕も生まれました。

#AI活用100本ノック #セキュリティ #業務自動化



053 本目

GeminiのGemで校正チェック！

50枚超のスライドの誤字脱字・固有名詞 
チェックを数分で！

課題

50枚以上のスライド資料の誤字脱字や専門用語の

チェックを、複数人のチームメンバーで目視確認し

ており、非常に時間と手間がかかっていました。

それでも人間の目では、見落としが発生していました。

解決策

これまで人間が行っていたチェック観点をGemini

に伝え、スライド校正用のGemを作成。誤字脱字

だけでなく、「固有名詞はWebで検索して、不一

致があれば報告する」といった指示も加えること

で、ファクトチェックも可能にしました。

Gemのプロンプト自体もGeminiに作ってもらうことで、作
成時間を短縮し出力形式の調整も簡単に行えました。

成果

人間が数人がかりで数時間かけていたチェック作

業が、Gemを使って数分で完了するように。毎回

同じ品質でチェックできるため、資料のクオリ

ティが安定し、チームの負担も軽減されました。

利用者の声
Gemのおかげで、毎回プロンプトを書かなくても、ドライブからスライドを選ぶだけで統一されたアウトプッ
トが得られ、チームでも容易に共有可能になり助かりました。

#AI活用100本ノック #校正作業  #Gemini



054 本目

Gemini＆Figma/draw.io活用！

手書きアイデアが即データ化！ 
雑なメモを編集可能な形式にAIが変換

課題

アイデア出しの段階でノートやホワイ
トボードに手書きしたワイヤーフレー
ムやフロー図を、後からFigmaなどの
ツールで清書し直すのは二度手間で、
時間がかかっていました。

解決策

手書きしたワイヤーフレームや遷移図
のメモを写真に撮り、その画像を
Geminiに渡すだけで、Figmaやdraw.ioな
どのツールで編集可能なデータ形式に
変換してくれるプロンプトを作成しま
した。

成果

手書きの段階で終わらせず、そのまま
PC上で継続して編集できるようになっ
たため、アイデアを形にするまでのス
ピードが上がり、ツールで一から作り
直す手間も完全になくなりました。

思いつきから形にするまでのスピードも向上！

利用者の声 とりあえず手書きで出した雑なアイデアを、そのままデジタルデータとして使えるのは大変便利です。思考を
止めずに、シームレスに資料化することが可能です。

#AI活用100本ノック #ワイヤーフレーム #Figma #デザイン効率化



055 本目

Gemini CLI活用！
AIアシスタントと対話してタスク管理！ 
GitHub Issueの確認を効率化

課題
GitHubのissueでタスク管理をしていると、issueの数
が増えるにつれて、更新が漏れているものや、今日や
るべきタスクを把握するのが大変になっていました。

とくに、更新漏れのリマインドはマネージャー、メン
バー双方の負担になっていました。

解決策
Gemini CLI（コマンドラインツール）に、GitHubを操
作できる「gh」コマンドを実行させました。これによ
り、「更新が漏れているissueは？」や「今日やるタス
クを3つ教えて」といった自然言語での問いかけでタ
スク状況を確認できるようにしました。

また、CLIであることによって、他のコマンドとの組み
合わせや定時実行による自動化が行いやすいです。

成果

毎日のタスク確認や、対応が漏れているissueのチェッ

クが対話形式で簡単に行えるようになり、タスク管理
の効率が大幅に向上しました。

目視による確認ではどうしても見落としがありました
が、それが減ったのも良かった点です。

利用者の声
わざわざGitHubの画面を開かなくても、コマンドラインからAIに話しかけるだけでタスク状況を教えてくれる
ので、非常にスムーズに作業を進められます。

#AI活用100本ノック #タスク管理 #GitHub #CLI



056 本目

出張準備でGemini & NotebookLM活用！

海外文献も読み解くAIと作る、最強の視察プラン！

課題

先進事例を学ぶための視察出張に行く際、どこ
を視察すべきか、何を見るべきかのリサーチや
プランニングに多くの時間がかかっていまし
た。特に海外の情報収集は大変でした。

解決策

Geminiと壁打ちしながら、視察地域の概要の理
解、視察スポットの候補の洗い出しを行いまし
た。NotebookLMに、スポット情報に加えて、
国内外の文献も読み込ませ、自分の仕事で参考
にできるポイントなどを網羅的にまとめてもら
いました。移動中に聞ける音声解説も作成しま
した。

成果

事前に深い情報整理ができたことで、現地での
視察が非常にスムーズになり、帰国後の報告書

の作成も捗りました。同行するパートナー企業

にも質の高い事前資料を共有でき、自社のプレ

ゼンス向上にも繋がりました。

AIのおかげで、出発前から視察の解像度が非常に高ま
りました。

利用者の声
現地ではポイントを絞って効率的に見て回ることができ、移動中にも音声で予習できるので大変便利な活用方
法でした。

#AI活用100本ノック #リサーチ #出張準備 #情報収集



057 本目

Geminiがパーソナルトレーナーに！

1週間のFigma集中学習で業務の幅が広がった話

課題
AI生成画像は、見栄えが画一的で結局微調整が必
要となり、そのままでは使用できないものが多い
という課題がありました。簡単な画像修正や作成
だけでも自分でできるようになり、実際に使用可
能な画像が作りたいと考え、デザインツール
（Figma）を学習して使いたいと考えました。

これまではデザインに関する作業はコメントやテキスト修正
程度しかできず、デザイナーへの依頼が必要でした。

解決策
Geminiをパーソナルトレーナーに見立て、「非
デザイナーが実務で使えるようになるための1
週間のFigma集中学習スケジュール」を作成し
てもらい、そのスケジュールに沿って学習を進
めました。

成果
学習の結果、これまでデザイナーに依頼してい
た既存LPのKV差し替えやボタンの新規作成な
どを自分で対応できるようになりました。これ
により、人的リソースが限られ、従来であれば
諦めざるを得なかった画像制作を企画が一部対
応できるようになりました。

利用者の声
Geminiが作った学習プランのおかげで、体系的にFigmaを学ぶことができ、今では自分でデザインの微調整ができるようになりまし
た。軽微なデザイン修正であれば自分で完結できるので、企画の立案から実行までのスピード感が上がりました。 
AIで生成された画像ではなく、実際にリリース可能な画像を自ら作れるようになり、自身のスキルアップにも繋がりました。

#AI活用100本ノック #Figma #画像作成



058 本目

Gemini活用！
面倒な新旧対照表の作成を自動化！ 
新旧PDF文書を比較し一発生成

課題
社内規程を改定する際、変更箇所を一つ一
つ拾い出して新旧対照表を作成する作業が
手間で、時間がかかる上にミスも発生しが
ちでした。

変更箇所が十数か所に及ぶため、手作業での一覧化・
チェックは非常に大変でした。

解決策
変更前後のPDF文書をそのままGeminiに
読み込ませ、「変更箇所を抽出し新旧対
照表の形式に従いMarkdown形式の表とし
て出力して」と指示しました。

変更（削除/新設、繰り下げ等）をどう表示したいか
Geminiとやりとりし、新旧対照表作成プロトコルとし
てまとめてもらうと次回から便利です。

成果
これまで時間をかけていた一覧化作業が
一瞬で完了するようになり、大幅な効率
化とミスの軽減を実現できました。

利用者の声 PDFファイルをそのまま読み込ませるだけで、正確な新旧対照表が一瞬で出来上がり、大変効率的でした。

#AI活用100本ノック #ドキュメント作成 #業務効率化



059 本目

Gemini & ChatGPT活用！
熟練者も悩む分析結果の解釈をAIがサポート！
クラスターのネーミングを自動提案

課題
クラスター分析や因子分析を行った
後、その結果が何を意味するのかを解
釈し、各グループに分かりやすい名前
（ネーミング）を付ける作業は、熟練
の分析者でも時間がかかり、頭を悩ま
せる工程でした。

解決策
分析結果の数表（クラスター分析の
クロス集計表や、因子分析の因子負
荷量）をそのまま生成AIに読み込ま
せ、各グループの特徴の解釈とネー
ミングを依頼しました。

成果
AIが提案する解釈とネーミングは、た
たき台として非常に質が高く、ほぼ
そのまま使えるレベルでした。これ
に よ り 、 分 析 の 最 終 工 程 で あ る レ
ポート作成の工数が削減されただけ
でなく、ネーミングの質も向上しま
した。

利用者の声 これまでウンウン唸りながら考えていたクラスターのネーミングを、AIが的確に提案してくれるので、分析作
業が本当に楽になりました。クオリティも上がって一石二鳥です。

#AI活用100本ノック #データ分析 #クラスター分析 #分析効率化



060 本目

Gemini & Deep Research活用！
トレンド分析を自動化！GASで頻出ワード抽出 
から調査プロンプト生成まで一気通貫

課題
世の中のトレンドを把握するためにWeb
記事を収集・分析し、そこから新たなア
イディアの種を見つける作業は、手動で
は膨大な時間がかかります。

解決策
Google Apps Script（GAS）を使い、一連
の作業を自動化しました。具体的には、
①Web記事を収集②記事内での頻出ワー
ドをリストアップ③そのワードを組み合
わせてGeminiのDeep Researchでさらに深
掘り調査するためのプロンプトを自動生
成、という流れです。

成果
トレンドの共通要因を効率的に分析し、
再現性のあるアイディアの種を考え出す
プロセスを仕組み化できました。これに
より、リサーチの質とスピードが大幅に
向上しました。

利用者の声 トレンドリサーチが自動化できたことで、より客観的で質の高いアイディア創出につながっています。

#AI活用100本ノック #GAS #トレンド分析 #リサーチ自動化



061 本目

ChatGPTを活用！

GAS未経験者が、

工数管理のツールをAIと作成！

課題

毎月どの業務カテゴリにどれくらいの時間をかけ
ているか把握したかったが、手作業での集計は大
変でした。エンジニアではないため、これまでは
自分でツールを作ることもできませんでした。

Googleカレンダーの予定をもとに、自動で集計する仕組
みが欲しかったのです。

解決策

ChatGPTに助けてもらいながら、Googleカレン
ダーの予定からタイトル、日付、時間、カテゴ
リを抽出するGASを作成。

エラーが発生した際は、そのエラー画面のスクリーン
ショットをChatGPTに送り、修正方法を教えてもらい
ながら開発を進めました。

成果

開始日と終了日を指定してボタンを押すだけ
で、期間中の予定がカテゴリ別に集計され、ス
プレッドシートで業務時間の可視化ができる
ツールを作成しました。

利用者の声
非エンジニアで、GASを書いたことがなくても、ChatGPTにエラーを見せて相談すれば修正できるので、諦め
ずにツールを完成させることができました！

#AI活用100本ノック #GAS #非エンジニア #業務効率化



062 本目

Gemini＋GASで自動化！
メールの重要度仕分けとサマリ通知で工数削減

課題
毎日大量に届くメールの確認に工数が
かかっており、メールの見落としリス
クもあった。

解決策
Geminiと GAS（ Google Apps Script） を 使
い、受信メールを重要度別に仕分けし、サ
マリを通知するスクリプトを作成した。

▼Geminiへの指示 
・未読メールのサマリーを朝夕に定期送信したい 
・メールに重要度を付け、仕分けされて届くように

　-重要度はABCの3段階

　-ABは「特定の差出人/件名」などを組み合わせ設定、Cそれ以外 
　といった具合で具体的に指示

成果
ラベルに関係なく朝夕にメール全体
を ざ っ と 確 認 で き る よ う に な り 、
メールの見落としリスクと確認工数
が大幅に削減された。

利用者の声 メール見落としのリスクと確認工数がかなり削減しました。

#AI活用100本ノック #Gemini #GAS #メール業務効率化



063 本目

Cursorで配色検証！
ブランドのトンマナに沿ったカラーコードを 
AIでパターン出し！

課題

ブランドのトーン＆マナーに沿っ
た配色（例：黄色と青の組み合わ
せ）を考える際、多くのパターン
を試作し比較検証するのに手間が
かかっていました。

解決策

Cursorを使用し、指定した条件
（ ブ ラ ン ド の ト ン マ ナ 、 使 用
色）でカラーコードの組み合わ
せを複数パターン生成させまし
た。

成果

AIが生成した多くの配色パター
ンを迅速に比較検証でき、デザ
インの意思決定が効率化されま
した。

利用者の声 AIにパターン出しを任せることで、クリエイティブな比較検証作業に集中できるようになりました。

#AI活用100本ノック #デザイン #配色



064 本目

GoogleMeet/Geminiでドキュメントレビュー効率UP！
AIによるミーティング議事録活用で 
レビューの質・速度を3倍に改善！

課題
資料のレビュー依頼があった際、コメント
機能を使うとコンテキストが伝わらず、結
局何度もやり取りが発生し時間がかかるこ
とがあった。

30分かけてレビューしても、再レビュー、再々レ
ビューとなり結局何時間もかかることも。

解決策
Google Meetの自動議事録機能（AI議事
録）を活用し、30分間直接会話してコン
テキストを踏まえたレビューを口頭で行
うことで議事録がデータとして残り、活
用も可能に。

レビュイーは議事録と資料をGeminiに読み込ませ、
改善点をさらに深掘りすることができる。

成果
同じ30分でも、資料にコメントするだけ
の時間・30分を「1」とした時、レビュー
結果＋議事録＋Geminiによる議事録添削
という「3倍」のアウトプットが得られ
る。

利用者の声
非同期な作業が増えている昨今、AIが登場したことで人間との時間を逆に如何に濃密にできるのかが大事になってきて
います。結果的に、この3倍のアウトプットがよりクリエイティブなアウトカムにつながることを体感しています。

#AI活用100本ノック #レビュー効率化



065 本目

Claude Codeで振り返りを効率化！

JiraチケットをAIが自動集計！ 
振り返り資料の雛形をサクッと作成

課題

半期ごとの個人振り返りは重要な
作業ですが、初期の記憶が曖昧
だったり、フォーマルな文章での
記載を負担に感じて後回しにしが
ちでした。

解決策

Claude Code (Sonnet 4) と Atlassian  
MCPを活用して半期中に対応した
Jiraチケットをまとめ、それを元に
振り返り資料のドラフトを作成しま
した。

成果

ドラフトがあることによって、振
り返り資料の作成が大幅に効率化
されました。

副次的な効果として、AIに読み込ませるために
日々のドキュメンテーションを頑張ろうという
モチベーションにも繋がりました。

利用者の声 ドラフトがあることで振り返りに着手しやすくなり、より本質的な内容に向き合う時間を増やせました。

#AI活用100本ノック #振り返り #業務効率化



066 本目

ChatGPTとGeminiで定点観測！
プラットフォーム規約や海外法令の変更を 
AIが自動通知！

課題
アプリリリースの際に遵守すべき業界向
けのレギュレーションや法令対応は、不
定期に更新されることも多く、自力で情
報を追うことは大きな負担でした。

特に海外では、近年個人情報保護や子供向けへの法
令対応が日々進んでおり、確認内容も多様です。

解決策
ChatGPTやGeminiに定期タスク（週1回な
ど）を実行させ、特定のWebサイト（レ
ギュレーションページなど）の変更や更
新情報を監視させました。

確認頻度・範囲・優先度なども調整ができ、情報の
一時整理が可能です。情報収集や整理にかかる時間
が従来より90％程軽減されました。

成果

変更時にAIから通知が来る仕組みにし、
情報を探す・整理する手間が大幅に削減

され、海外法令の動向も容易にキャッチ

アップできます。

情報ソースも引用でわかり、法令の施行時期も参考
にできることで、素早く一時判断を行えます。

利用者の声 重要な規約変更を見落とすリスクを減らしつつ、調査にかかる時間を大幅に削減できました。

#AI活用100本ノック #情報収集 #自動化



067 本目

GeminiとNotebookLMの合わせ技！
「音声解説」→「レポート熟読」で 
トピック理解を高速化！

課題
新しいトピックや知見を深めたい分野につい
て、情報収集し、内容を深く理解するまでに時
間がかかっていました。

まだ論文で発表されただけで、一般向けの解説がない場
合などは特に大変です。

解決策
①Gemini Deep Researchで、知りたいトピック
を日本語と英語の両方で調査し、レポートをエ
ク ス ポ ー ト 。 ②NotebookLMに ①の レ ポ ー ト
（日英両方）をソースとして読み込ませる。
③NotebookLMで「音声解説」を生成。

まず音声解説を聞き、その後でDeep Researchのレポー
トを読む、という順番でインプットしました。

成果
音声で概要を掴んでから詳細なレポートを読む
ことで、トピックに対する理解がより早く、深
くなりました。不明点はNotebookLMで追加質

問も可能です。

特定のトピックの専門家に家庭教師をやってもらって
いるような感覚で学べます。

利用者の声 日英両方でリサーチすること、音声とテキストを組み合わせることで、インプットの質と速度が劇的に上がり
ました。

#AI活用100本ノック #情報収集 #学習効率化



068 本目

Geminiをデザイナーが活用！

アイコンパターンの量産生成で、 
デザインプロセスを革新！

課題

アプリ内アイコンのデザインにおいて、
線の太さや角度など、微細な違いのパ
ターンを多数試作するには、多くの時間
と労力が必要でした。

解決策

Geminiに、SVG形式でアイコンの組み合
わせパターンを大量に生成するプログラ
ムを作成させ、実行しました。

どこを変数にすればいいか、などはツールを作りなが
ら調整しました。

成果

人間では到底作成できないほどの膨大な
デザインパターンが生成され、その中か
ら最適なものを選ぶという、新しいデザ
インプロセスが実現しました。

10000パターンぐらい生成して大きな方向性（どこを固
定して、どこを調整すればよくなりそうか）を決め
て、また微調整、を繰り返しました。

利用者の声 AIによって試行錯誤の量と質が劇的に向上し、これまでにないデザインプロセスを体験できました。

#AI活用100本ノック #デザイン #SVG生成



069 本目

DevinとSlack連携で業務効率化！
エンジニア不在でもBizチームがSlackから 
直接PR作成可能に！

課題
アプリからのリダイレクト先URLの変
更（イベントLPの差し替えなど）は、
都度エンジニアが対応する必要があ
り、工数がかかっていました。

解決策
DevinをSlackと連携させ、Bizチームが
利用できるようにプロンプトを整備し
ました。

成果
Bizチームのメンバーが、Slackから
Devinを呼び出し、遷移先を指定するだ
けで、自動的にプルリクエスト（PR）
が作成されるようになりました。

これまでエンジニアが対応していた定型業務を
Bizチームで完結できるようになりました。

利用者の声 イベント対応などが迅速に行えるようになり、エンジニア・ビジネス双方の業務効率が大幅に改善しました。

#AI活用100本ノック #Devin #業務自動化



070 本目

Gemini Gemで「対話できるペルソナ」生成！
調査データをコンテキストとして与えて、 
リアルな「人工人格」をマーケティングに活用！

課題
これまでは「ペルソナシート」を作成していま
したが、情報量が限られていることもあり、人
格の表現に限界がありました。情報量を増やす
と逆に理解しづらく、活用されない問題もあり
ました。

出来上がったペルソナを現場のメンバーにいかに自分事
として活用してもらうかは課題の1つでした。

解決策
調査データ（アンケートやインタビューをもと
にしたリサーチ）をLLM（Gemini）にコンテキ
ストとして与え、「対話可能な人工人格」とし
てのペルソナを生成しました。

GeminiのGem機能で実装し、社内で共有しやすくしま
した。

成果
ユーザーに直接相談する感覚でペルソナを活用
できるようになり、実際に得たい情報やアイデ
アが的確に得られるようになりました。

AIが処理しやすい形式への変換が不要になり、言語や
テーブル・カラムの背景情報はプロンプトで補完する
ことで、より高精度なSQL生成が可能になります。

利用者の声
ペルソナをゼロからAIに作らせるのではなく、実際の調査データに基づかせたのが肝です。これにより、リア
ルなインサイトを親近感を持って身近に活用できるようになりました。

#AI活用100本ノック #マーケティング #ペルソナ



071 本目

GeminiでCSS修正が爆速化！

既存CSSとスクショ画像で、 
AIがデザイン修正コードを即生成！

課題

WebデザインのCSSを修正する際、求めるデザイン

にする為の正確なコード変更箇所を見つけ、記述

するのに時間がかかっていました。特に自分が作

成していないCSSは相応のコストがかかります。

CSSの深い知識がなくても、AIにコードの内容を把握・
説明してもらうことで全体像の把握にかかる時間が短縮
できます

解決策

Geminiに、①既存のCSSシートを読み込ませ、②

変更したいデザインのスクリーンショットを貼り

付け、③デザインの方向性や変更内容をプロンプ

トで指示しました。

レイアウトイメージを正確に伝えるとパラメータ等の
細かい画面比率についても、AIが調整して出力してく
れるため、調整にかかる時間も短縮可能。

成果
Geminiが指示内容と画像を理解し、求めている
デザインに即したCSSの修正コードを具体的に
生成してくれるため、修正作業が大幅に効率化
されました。

CSSのスキルセットが不足していても、AIの指示に応じ
て対応を進めることで、理想のデザインを実装するこ
とが容易にできます

利用者の声 既存のコードとビジュアル（スクショ）を両方インプットできるので、AIとの認識齟齬が減り、精度の高い
コード修正が可能になりました。

#AI活用100本ノック #CSS #コーディング



072 本目

Geminiで週報作成を自動化！

スプレッドシートのTODOから完了タスクを 
抽出し、報告資料を時短作成！

課題

週報を作成する際、スプレッドシー
トのTODOリストから完了したタスク
を抽出し、報告資料の形式にまとめ
る作業に時間がかかっていました。

解決策

Geminiを使用し、スプレッドシート
上のTODOリストから指定期間内にス
テータスが「done」になったタスク
を自動でピックアップさせました。

要点整理や見出し作成などのテンプレートを活
用し、報告形式に出力させました。

成果

報告資料のたたき台作成時間が大幅
に短縮され、業務効率が向上しまし
た。

利用者の声 面倒なタスクの書き出しや整理をAIに任せることで、報告業務の負担が大きく減りました。

#AI活用100本ノック #業務効率化 #週報自動化



073 本目

Cursorで便利にドキュメント管理！
AI活用で文章作成・修正が快適に

課題
日常的な文書作成や修正において、
より丁寧な表現を検討したり、環境
でもスムーズに作業したりしたいと
いうニーズがありました。

解決策
エンジニア向けと思われがちな
Cursorを、Googleドキュメントのよ
うに日常の文書作成（.mdファイ
ル）に活用しています。

AIに文章の修正を依頼し、より丁寧な表現にブラッ
シュアップしてもらっています。

成果
文章の推敲をAIサポートで効率化。
普段コーディングをしない職種（デ
ザイナー）でも、使いやすいツール
として定着しました！

利用者の声 Cursorが文章修正を丁寧に行ってくれるので助かっています。 
普段コーディングをしない職種の人でも、「ドキュメントツール」としてぜひ試してみて欲しいです！

#AI活用100本ノック #Cursor #文章作成



074 本目

Gemini/Canvasで文章校正！

インタビュー議事録から外部公開文書作成
課題

インタビューの議事録を基に、表現、
構成、文字数などを適正にした外部公
開用の文書を作成する必要があった。

Gemに文章校正ルールを登録することで、
Google Meetの自動生成議事録から瞬時にドラ
フト作成。

解決策
Gemで つ く っ た ド ラ フ ト を ベ ー ス
に、Canvasで強弱の調整や表現の変
更、文字数調整をし、より伝えたい
内容にブラッシュアップした。

議事録を添付して、発言の事実確認（ファク
トチェック）もできる。

成果
Geminiによるドラフト作成とCanvas
での柔軟な編集機能により、制約と
ルールのある外部公開文書作成が効
率化された。

利用者の声
ルールに従ったドラフトを瞬時に作成、「もっとこうして」「そんな発言あった？」にも即時対応、文字数調
整はボタンを押すだけ。もうGeminiなしには戻れません！

#AI活用100本ノック #文章校正 #議事録活用



075 本目

AIで最新ライブラリをキャッチアップ！

コーディングエージェントとAI活用で 
変化の速い開発環境に適応！

課題

LangChainやLangGraphなど、変化の
速い最新ライブラリの情報を素早く
キャッチアップし、開発に組み込む
ことが困難でした。

解決策

ライブラリの動作を理解するタイミン
グではDeepWikiで対話的に実装方法を
確認し、コーディング時はCursor/
Claude Codeなどに最新ドキュメント
を確認させるようにContext7 MCPで
参照させるようにしました。

成果

最 新 ラ イ ブ ラ リ の 情 報 を 迅 速 に
キャッチアップし、開発への組み込
み を 素 早 く 行 え る よ う に な り ま し
た。

利用者の声 AIのサポートのおかげで、最新の技術情報にも効率よく対応できるようになり、開発の幅が広がりました。

#AI活用100本ノック #開発効率化 #技術キャッチアップ



076 本目

Gemini Canvasでスライド作成！
会社テンプレ準拠の資料を 
コーディング不要で生成！

課題
DeNAの社内標準テンプレートに沿った
スライド資料を作成するには、構成を
考え、デザインを整える必要があり、
時間がかかっていました。

解決策
GeminiのCanvas機能（スライド出力機
能）を活用。Geminiと対話しながら資
料のアウトラインを決めたり、あらか
じめスプレッドシートにまとめたアウ
トラインを読み込ませたりすること
で、会社のテンプレートに沿ったスラ
イドを自動生成させました。

成果
コーディング作業やデザイン調整の手
間が一切不要になり、スライド資料の
たたき台が短時間で完成するようにな
りました。資料作成の初速が劇的に向
上しました。

利用者の声 Canvas機能のおかげで、Geminiと壁打ちしているうちに資料の構成と思考が整理され、そのままスライドとし
てアウトプットされる体験は革命的です。

#AI活用100本ノック #Gemini #資料作成



077 本目

NotebookLMで勉強会！

発表者の準備負荷ゼロ！ 
AI音声概要で継続的な学習を実現

課題

社内での定期的な勉強会は有益ですが、発表者
側の資料準備や登壇準備の負荷が大きく、継続
的に開催するのが難しいという課題がありまし
た。

解決策

NotebookLMを活用し、勉強会のテーマに関連
する資料や情報をソースとして登録。
NotebookLMが生成する「音声概要」をそのま
ま勉強会のコンテンツとして使用しました。

音声概要は、メンバー全員の内容キャッチアップのため、勉強会の冒頭

で再生します。残りの時間を、NotebookLMのチャットやメンバーとの議

論に利用し、ソース確認や内容の理解・発展に努めます。

成果

発表者が事前に資料を作成したり、リハーサル

をしたりする必要がなくなり、準備負荷がほぼ

ゼロになっただけでなく、議論の時間を取るこ

とで、アクティブな勉強会を開催することがで
きました。

利用者の声
AIが生成した音声概要を聞くだけでインプットができるので、開催のハードルが劇的に下がりました。忙しい
中でも手軽に知識をアップデートできる場ができて助かっています。

#AI活用100本ノック #NotebookLM #勉強会



078 本目

Figma Makeでプロトタイプ開発！

リッチなインタラクションを爆速で試作！
課題

従来のFigmaのプロトタイプ機能では、リッチで
高度なインタラクション（操作感）を表現しきれ
ず、エンジニアと最終的な実装イメージを共有す
るのが難しい場合がありました。

これまではその場合、動画などでイメージを作成し、共
有していましたが、結局実装観点で難しい、などの手戻
りが発生していました。

解決策
Figma Makeを活用し、高度なインタラクショ
ンを含むプロトタイプを作成しました。

成果
これまで作れなかったリッチなインタラクショ
ンをスピーディに試すことが可能になりまし
た。また、アウトプットがコードベースである
ため、エンジニアとの議論が非常にスムーズに
なりました。

利用者の声
コードベースでアウトプットが出るので、エンジニアとの共通言語ができ、デザインの意図を正確に伝えられるよう
になりました。また、そのままFigmaでデザインとしても編集できるため、グラフィック面での試行錯誤のスピード
も格段に上がりました。

#AI活用100本ノック #Figma #プロトタイピング



079 本目

GeminiをAIパーソナルトレーナーに！
社員の健康管理もAIがサポート

課題
筋トレや減量を長年自己流で行っていた
が、専門的な知識がなく、モチベーショ
ン維持も難しかった。リアルなパーソナ
ルトレーナーに頼むほどではないが、細
かい疑問を気軽に相談できる相手が欲し
かった。

解決策
GeminiのGem機能を活用。自身の身長、体
重、年齢、トレーニング歴、目標などを詳
細に設定し、自分専用の「パーソナルト
レーナー人格」を作成。トレーニングメ
ニュー、食事メニュー（PFCバランス）、
モチベーション管理、さらには写真での体
脂肪率判定までAIに任せました。

成果
AIトレーナーのサポートを受け、5ヶ月で
体重8kg減、体脂肪率9％減という具体的
な成果を達成しました。無事コンテスト
コンディションまで到達しました。

利用者の声 リアルなトレーナーには聞きにくいような些細な疑問や、減量中のメンタルケアまでAIがサポートしてくれる
ので、減量期の解像度が格段に上がりました。

#AI活用100本ノック #Gemini #健康管理



080 本目

Gemini CLIの仕組みを可視化！
PacketProxyでAIエージェントの「中身」を 
計測・理解し活用

課題
AIエージェント（Gemini CLIなど）は便利です
が、内部でどのような情報（コンテキスト）が
やり取りされているかブラックボックスな部分
が多く、「なんとなく」で使われがちでした。

解決策
当 社 開 発 の OSS「 PacketProxy」 を 使 用 し 、
Gemini CLIの通信内容を解析。AIエージェント
がどのようにコンテキストを扱っているかを
「計測」し、その仕組みを解明しました。

PacketProxy は、業務の脆弱性診断やソフトウェアテストに用
いられる、OSSのローカルプロキシです。通信を PacketProxy 
に通すことで、その内容を確認することができます。

成果

AIエージェントの動作原理を感覚ではなく計測
に基づいて理解することができました。この知
見をDeNA ENGINEERINGの記事として寄稿し、
AIエージェントをより信頼してビジネス活用す
るための具体的な方法を解説しました。

利用者の声 「なんとなく」で使っていたAIエージェントの仕組みを、PacketProxyで可視化・計測することで、自信を持っ
てビジネスに組み込めるようになりました。

#AI活用100本ノック #GeminiCLI #自社OSS



081 本目

Geminiを使って5分でDiffツール作成！
スプレッドシート仕様書の変更点を自動で検出！

課題
仕様書をスプレッドシートで管理していると、
過去のバージョンと現在のバージョンで「前と
どう変わった？」を目視で追うこととなり、ミ
スも増え、工数がかかっていました。

仕様書の反映漏れで障害も実際に発生していました。。

解決策
Geminiを活用して、Vive Codingのみで、スプ
レッドシートを比較して変更点（差分）を抽出
する「Diffツール」を作成しました。

本来だと1〜2時間程度はかかっていそうなGAS作成、思
いつきから作成までわずか5分！

成果
  変更箇所が一目でわかる


  レビュー効率が劇的UP


  変更漏れ・確認ミスも防止


上記を実現できました。

Diffツールを作ったことでヒヤリ・ハットが減り、障害
発生も防止できています。

利用者の声
スプレッドシートの変更点を目で追うのは限界がありましたが、AIにDiffツールを作ってもらったことで、 
変更箇所の確認がミスなく高速に行えるようになりました。

#AI活用100本ノック #Gemini #GAS



082 本目

Geminiでプロンプト改善！
AIに「プロンプトレビュー用プロンプト」を作
らせて精度向上！

課題
生成AIの回答の質はプロンプト（指示文）に大
きく左右されますが、常に最適なプロンプトを
作成するのは難しいという課題がありました。

解決策
Geminiに対し、「（自分が作成した）プロンプ
トの品質をレビューし、改善案を提示してくれ
る」ような、メタ的なプロンプトを作成しまし
た。さらにその「レビュー用プロンプト」自体
もGeminiにブラッシュアップさせ、Gem（カス
タムAI）として登録しました。

成果
プロンプトの品質をAI自身にチェックさせる仕
組みができたことで、プロンプト品質の向上だ
けでなく、改善点もアウトプットすることで自
分の能力向上にもつながっています。

単なるブラッシュアップではなく、Good/Moreを教え
てもらうことで「自分のプロンプトエンジニアリング
能力」の向上にもつながる点がポイント。

利用者の声
AIにプロンプトをレビューさせるという「AIによるAI改善」が簡単にできるようになりました。プロンプトの
質が上がることで、AIのポテンシャルを最大限に引き出せます。

#AI活用100本ノック #Gemini #プロンプトエンジニアリング



083 本目

Dify分析基盤で定性分析

LLMで効率的に集計・分析が可能に！
課題

サービス利用者の反応を把握する
際、SNSだけでは発信力のある人の意
見に偏りがちで、サービス内の多様
なユーザーの声を網羅的に把握する
のが困難でした。

解決策
分析部と基盤チームによってDifyベー
スの分析基盤を作成し、サービス内
の情報をLLM（Gemini / Claude）に
取り込み、定性的な反応の集計を自
動集計できるようにしました。

成果
これまで把握しきれなかった多様な
情報を、低工数で迅速に把握できる
ようになり、施策の評価と改善サイ
クルが格段にアップしました。

利用者の声 SNSだけでは見えなかったユーザーのリアルな反応を、LLMが効率的に集計・分析してくれるので、施策の手
応えを多角的に掴めるようになりました。

#AI活用100本ノック #Dify #データ分析



084 本目

GeminiでUnity作業自動化！
FBXインポートの面倒なフローを 
AIがスクリプト化！

課題
UnityでFBXファイル（3Dモデル）を
インポートする際、手作業でフォル
ダに振り分け、マテリアルを割り当
て、プレハブ化するという一連の定
型作業が発生し、手間と時間がか
かっていました。

解決策
Geminiに対し、自動化したい一連の
フロー（フォルダ振り分け、マテリ
アル付与、プレハブ化）を箇条書き
で指示。AIと壁打ちしながらスクリプ
トを作成しました。Unityでのスクリ
プト実装方法自体もAIに教えてもらい
ました。

成果
これまで手作業で行っていた面倒な
インポート作業を自動化するスクリ
プトが完成し、作業効率が大幅に向
上しました。

利用者の声 コーディングの知識が十分でなくても、やりたいことを箇条書きにするだけでAIが壁打ち相手になってくれ、
Unityでの実装方法までサポートしてくれました。

#AI活用100本ノック #Unity #コーディング



085 本目

AI x Slack での自社機能開発
問合せ対応の自動化で生産性爆上がり！

課題
従来のWebチケットシステムは問合せ対応
に時間がかかり（数日から数週間）、担当
者の工数が増加していた。導入済みのAI
チャットボットもあまり使われていなかっ
た。

解決策
普段使うSlackを問合せ窓口とし、「まず
AI（Findout）に聞いて、分からなかった
ら人が対応する」というAIネイティブな
流れをシームレスに構築した。

AIが100%完璧ではないことを前提とした設計で、
人による対応へのスムーズな連携を実現した。

成果
AIによる即時回答（数秒）で多くの問合
せがその場で完結。人間の対応が必要な
チケット件数が20%減少し、問合せ解決時
間も40%短縮された。

利用者の声 利用者からは体験が向上したという声が多数あったとともに、AIが最初に回答することによって対応者側の基本的な質問
も減りました。その結果、難易度が高い質問に集中できるようになり、より専門性を活かした対応に注力できています。

#AI活用100本ノック #社内DX #問合せ対応自動化



086 本目

Geminiで研修用動画作成！
サウンドの「事故例」をAI動画で再現し、 
新人の理解度アップ！

課題

新卒研修で、ゲーム開発における
「サウンドと映像のズレ」という事
故例を伝えたかったが、実際のプロ
ジェクト動画は機密情報のため使用
できず、口頭説明のみで分かりにく
いという問題がありました。

解決策

Geminiの画像生成機能で説明用（静
止画）を作成し、さらに動画生成機
能を使って複数の動画を作成。それ
らの動画に意図的にサウンド（SE）
をずらして適用し、「事故例」のデ
モ動画をAIだけで作成しました。

成果

口頭では伝わりにくかった「事故」
を実物（動画）で見せることで、研
修受講者の理解が深まりました。

利用者の声 「事故例を見て、サウンドに連絡する重要性がわかりました」と受講者からコメントがあり、AIのおかげで研
修の質を高めることができました。

#AI活用100本ノック #Gemini #研修



087 本目

Gemini・ChatGPT活用でPhotoshop自動化！

ニッチなJSXコーディングもAIが解決！

課題

Adobe Photoshopの作業を自動化する
ためのスクリプト言語「ExtendScript 
(JSX) 」は、日本語の文献や情報が非
常に少なく、扱えるエンジニアも限ら
れていたため、自動化のハードルが高
い状態でした。

解決策

GeminiやChatGPTを活用し、実現し
たいPhotoshopの自動化処理を自然言
語で指示。AIにJSXのコードを生成さ
せました。

成果

情報が少ないニッチな分野であって
も、AIがコーディングをサポートして
くれることで、これまで難しかった
Photoshopの定型作業を自動化する目
処が立ちました。

利用者の声 JSXのようなマイナーな技術領域でも、AIに相談すればコードを書いてくれることに驚きました。ドキュメン
トを探し回る手間が省け、大量の文字画像を生成する際などの量産を含めた作業効率化が進みそうです。

#AI活用100本ノック #コーディング #デザイン業務効率化



088 本目

Gemini APIを活用！

Slack常駐の社内AIエージェントが 
仕様書検索やログ要約を代行！

課題

プ ロ ジ ェ ク ト が 長 く な る に つ れ て
Confluenceに仕様書が蓄積し、議事録
やコードなども膨大になっていく中、
必要な情報を探す「検索コスト」が高
くなっていました。

解決策

Gemini APIを活用し、Slackに常駐する
AIエージェントを開発・運用。AIエー
ジェントはConfluence上の仕様書検索
や、過去の議事録の要約、仕様とコー
ドの整合性確認など、プロジェクト内
のナレッジに深くアクセスできるよう
設計されています。

成果

情報検索の時間が大幅に短縮されまし
た。AIエージェントに聞けば必要な情
報がSlack上で手に入るため、ドキュメ
ントを探し回る手間がなくなり、開発
効率が向上しました。

利用者の声
Slack上で「あの仕様どうだっけ？」とAIエージェントにメンションするだけで、コンフルを検索して答えをく
れるので、今やチームに欠かせない一員です。

#AI活用100本ノック #Gemini #AIエージェント



089 本目

Gemini活用！

アセットモチーフの参考事例収集をAIで！
課題

デザインアセット（背景や建築など）
のモチーフを検討する際、特定のルー
ルに従い利用可能なモチーフかどうか
を一つ一つ調査・判断する必要があ
り、専門的な知識と時間が求められて
いました。

解決策
Geminiを活用し、「特定の条件に
ヒットするモチーフを検索する」
「モチーフとして利用可能な条件に
マッチするか診断する」プロンプト
（Gem）を作成し、チームで共有。

成果
モチーフ選定の初期段階でAIによるリ
スクスクリーニングが可能になりまし
た。これにより、デザイナーや企画者
が安心してクリエイティブ作業に進め
るようになり、法務・倫理チェック前
の手戻りリスクを低減できました。

利用者の声 モチーフ探しの段階で要件をAIに相談できるのは心強く、ナレッジとしてチームで誰でも利用できるため、属
人化せずにモチーフの検討ができるようになりました。

#AI活用100本ノック #Gemini #アセット制作



090 本目

Gemini活用でデータ最適化
スプレッドシートの大改修をGASで一括対応！

課題
サービスデータや言語データなどの複数の
ファイルを管理するスプレッドシートがあ
り、全シートに対して一括で「プルダウン
の追加」「入力規則の再適用」といった修
正を行う必要がありましたが、手作業では
膨大な時間がかかる状況でした。

解決策
Geminiに依頼し、対象のスプレッドシー
トの全シートを横断して指定した修正
（プルダウン追加、書式調整など）を実
行するスクリプト（GAS）を作成させま
した。

成果
AIが生成したスクリプトを実行するだけ
で、手作業なら数日かかっていた可能性の
ある大規模な改修作業が一瞬で完了し、管
理シートの利便性が向上しました。

利用者の声 何十枚、かつ何千レコードあるシートを一つ一つ手で直すことを考えると気が遠くなりそうでしたが、
AIにスクリプトを作ってもらったことで、一発で終わり大変効率的でした！

#AI活用100本ノック #Gemini #GAS



091 本目

Cursor+Notion活用！PRD作成もAIで！
Notion連携でPRD/機能仕様書の 
作成プロセスフローを構築

課題
元々はPRD（要件定義書）のみで運用していました
が、開発・品質面での確認精度を上げるため、
Cursor AIを活用したFSD（機能仕様書）作成を試験
導入しました。

以前は「情報の分散」や「ドキュメントの未更新」が散見さ
れ、それに伴う不足情報の確認コストや手戻りの多発が大き
な課題でした。

解決策
Cursor AIを活用し、PRD/FSD作成の標準フローを
構築。AIが情報の分析・関連調査・考慮ポイントの
提示を行い、不足情報を人間にヒアリングすること

で要求を明確化します。成果物はマークダウン形式

で出力し、GitHub上で管理する仕組みにしました。

FSD作成においては、単なる生成だけでなく、対話の中でAI
から「考慮漏れ」や「改善提案」のフィードバックが得られ
る点も大きな特徴です。

成果

AIとの対話を通じて要求が明確化され、必要な項

目が網羅された状態でドキュメントが生成される
ため、作成工数が大幅に削減されました。属人化

が解消され、効率的かつ質の高いドキュメント作
成が可能になりました。

利用者の声
フォーマット統一により読み手（開発・QA）の確認コストも下がり、生産性が向上しました。 この成果を足
がかりに、現在はFSDの正式導入に向けた「項目定義・標準化プロジェクト」も始動しています。

#AI活用100本ノック #Notion連携 #PRD作成



092 本目

NotebookLMで共有工数削減！
100ページの資料を素早くシェア＆ 
キャッチアップ！

課題

半期ごとにマネージャーに展開され
る評価マニュアルは合計100ページ
にも及び、それぞれの人が内容を読
み込み、理解するのに多大な負担と
時間がかかっていました。

解決策

NotebookLMにマニュアル一式を
読み込ませ、音声解説（ポッド
キャスト風）やQ&Aチャットが可
能な状態でマネージャーに展開し
ました。

成果

移動中に音声で概要をインプット
したり、疑問点をチャットで即座
に解消したりできるようになり、
情報の定着率と利便性が向上しま
した。

利用者の声 今回の変更点概要が音声解説でインプットできたり、疑問に思った点を各々がチャットで質問可能になり、マネー
ジャーからも便利とのお声を頂きました。また、キャッチアップの工数削減にもつながりました。

#AI活用100本ノック #NotebookLM #社内教育



093 本目

Gemini活用！動画制作を時短

BGM制作前に、AIでラフ動画を作成し 
サウンドイメージを共有

課題

ゲームのサウンドイメージをBGM
制作に着手する前にディレクター
とすり合わせる際、具体的なイ
メージを伝えるのが難しいという
課題がありました。

解決策

ゲームイメージに近い画像を
Geminiで作成し、その画像とサウ
ンドのイメージ詳細を伝えたうえ
でBGMありの動画を作成してもら
いました。

成果

BGM制作なしで、サウンドイメー
ジの具体的なすり合わせが可能と
なり、制作にかかる時間を短縮す
ることができました。

利用者の声
サウンドイメージを言葉で伝えるのはとても難しかったのですが、AIで作成した動画とサウンドを用いること
でスムーズにイメージを伝えることができました！

#AI活用100本ノック #サウンド制作 #クリエイティブ



094 本目

Geminiを活用！

業務引継ぎ用の動画から業務マニュアルを作成！

課題

業務マニュアル作成に工数がかかりすぎ
るという課題がありました。

解決策

業務を引き継ぐ会議をZoomやMeetで実
施/録画し、その動画をGeminiに渡してマ
ニュアル化させました。マニュアル化す
る際は、まず構成案を作らせてレビュー
してから詳細を生成させました。

1時間以上の動画は、Geminiが読み込めないのでご注意
下さい。

成果

細かな記述のミス等はあるものの、業務
マニュアル作成の工数を大幅に削減でき
ました。

利用者の声
業務引き継ぎをする会議中に質疑応答をすれば、それも反映した内容でマニュアルの下書きを作成する
ことができ、とても便利です。

#AI活用100本ノック #業務効率化  #マニュアル作成



095 本目

AIフル活用！1人で新規企画を短期立案！
企画立案から提案まで、 
全フローをAIとの対話と意思決定で実行

課題
通常業務と並行して新規企画検討を行う際、調
査、資料作成、モック作成などの各工程に時間が
かかり、無理なく進めることが困難でした。

解決策
企画立案から提案までの全フロー（企画立案、モッ
ク作成、調査レポート、スライド作成、インタ
ビュー議事録など）でAIを活用。自分がやるのはAI
との対話と意思決定、アウトプットの最終調整、社
内インタビュー（社内検証）のみに絞りました。

Google Meet、NotebookLM、Gemini（DeepReseach、
Canvas、Nano Banana）Copilot (Claude Haiku)など、複数
のAIツールを工程に応じて使い分けました。

成果
通常業務をやりながら並行して無理なく新規企画
を検討し、提案まで実行できるようになりまし
た。各工程の作業時間を大幅に短縮し、企画の質
とスピードが向上しました。

MTGの前にDeepReseach実行しておき、MTG後にまとめた
情報を確認するなど、並行で作業ができたことも便利でし
た。

利用者の声 自分がやったのは、ほぼAIとの対話と意思決定、アウトプットされたものの最終調整、ユーザーインタビュー
のみで、他AIがやってくれたため、大変効率的でした。

#AI活用100本ノック #企画立案



096 本目

動画×Geminiで時短GAS作成！
テキスト入力不要！ 
録画画面からGASのコードを生成！

課題
業 務 効 率 化 の た め に GAS（ Google 
Apps Script）を作成したいが、やり
たい処理や条件をテキストで詳細に
言語化・指示するのに時間がかかっ
ていました。

解決策
ZoomやGoogleMeetなどで画面録画を
し、「ここをこうしたい」と実際の
画面を操作しながら説明する短い動
画を撮影。それをGeminiに渡し動画
の内容を理解させ、スクリプトを作
成させました。

成果
前提情報をテキスト化する手間が省
け、直感的な動画指示だけでベース
の コ ー ド が 作 成 で き る た め 、 開 発
ハードルが劇的に下がりました。

利用者の声 前提情報を伝えるのにかかる時間も手間も両方軽減できたのでおすすめです！

#AI活用100本ノック #GAS #マルチモーダル



097 本目

Vertex AIで1on1支援ツールを制作！
議事録と社内ナレッジを掛け合わせ 
メンター育成をAIが支援

課題
新卒メンターの1on1スキルが属人化しており、
教育体制も不十分だったため、効果的なフィー
ドバックを得る機会が限られていました。

解決策
Meetの 議 事 録 を AIが 解 析 し 、 社 内 ナ レ ッ ジ
（RAG）を参照して、メンターに対し具体的な
改善フィードバックを自動生成する機能を開発
しました。

1on1前のコンディションアンケート機能も実装し、対話
の土台作りもサポートしています。

成果
1on1の対話内容と社内のベストプラクティスを
組み合わせた適切なフィードバックが可能にな
り、メンターの成長支援につながっています。

メンターへの今後すべきTryや1on1中で気をつけるべき
点など、コンテキスト情報が豊富なため、AIを用いて
生成すると高品質なフィードバックの生成が可能にな
りました。

開発者の声 今後はさらに利用範囲を拡大し、全社の1on1品質向上に貢献していきたいと考えています。

#AI活用100本ノック #人材育成 #1on1支援



098 本目

GitHub Copilot活用！

非エンジニアでもChrome拡張作成で 
Slackを便利に！

課題

Slackのチャンネル数が多く、セクション管理
だけでは視認性が低く誤爆リスクもありまし
た。

とはいえ、Slackの標準機能だけでは解消しづらく、AI
でどうにかできないかと考えました。

解決策

AIでChromeの拡張機能実装ができないかと考
えました。

業務のなかでこういうことができたら、と改善アイ
ディアを思いついた瞬間にとりあえず生成AIに相談し
ながら試行錯誤できます。

成果

チャンネルによってテーマカラーを切り替えて
分かりやすくするChrome拡張機能をAI（GitHub 
Copilot）で作成しました。外部チャンネルの場
合は赤くするなど、関連性によってテーマが変
えられるように設定しました。

実際の表示をみながらAIと修正相談をしていくことで
リアルタイムに機能改善ができます。

利用者の声 特別な環境や開発ツールがなくてもAIのおかげで気軽にChromeの拡張機能を作成でき、視覚的にチャンネルを
区別できるようになり使い勝手がよくなりました。

#AI活用100本ノック #Chrome拡張機能



099 本目

GeminiでGASのエラーを徹底回避！
「設計原則」と「制約条件」で手戻りを防ぐ
GASプロンプト

課題
AIにプログラミング（GAS）を依頼しても、エラー
が発生したり意図しない挙動になったりして、修正
のやり取りに工数がかかることがありました。

解決策
「絶対にエラーを出さない」という堅牢性を最
優先し、厳格な「設計原則」と「制約条件」を
組み込んだプロンプトテンプレートを作成し、
社内で共有しました。

Geminiに、これまでに発生したエラー対応を事前に防
ぐためのプロンプトを作成して！と依頼すればいいの
ではと思い至りました。

成果
エラーの発生頻度が大幅に下がり、極力修正の
いらない高品質なスクリプトが一発で生成でき
るようになりました。

利用者の声
おかげで、非開発者の自分でも”これ自動化できるかもな”と考えてから実現するまでのスピードが早くなり、チームとしてのAI化、
自動化がグッと進んでいます！ 
また、社内でも共有し、誰でも気軽にスクリプトを作成できるようにしました。

#AI活用100本ノック #プロンプトエンジニアリング #GAS



100 本目

Gemini Canvas + Google Sitesでプロト開発！

PdMによるプロトタイピングで 
「触れる」仕様書へ！

課題

PRDや要件定義のドキュメントを作り合意形成す
る際、開発チームのフィジビリティや見積もりを
スピーディに行う必要がある。特にBtoBtoCの場
合、事前に実現することと予算の合意形成を精度
高く行うことが重要。

実現方法やイメージ・UXの部分は言葉ではなかなか伝
わりづらい。

解決策

PRDができた後、UXや業務フローに対する補足を
入れ、GeminiのCanvas機能でプロトタイピング。
それをhtmlでコピーし、Google Sitesに貼り付ける
ことでチーム内に動作のプロトタイプを公開。

業務フローやUXのイメージ共有はフロントエンドの挙
動を例示すると良さそうで、それならGeminiのCanvas
で十分できると思い至りました。

成果

イメージやUXの共有が爆速になり、そこからの体

験向上や、詳細な設計、実現方法の立案、工数見
積もりの速度が上がったと同時に、手戻りも減っ

た。

利用者の声
実装前に社内のイメージのすり合わせを十全にやることで手戻りを減らせる。実装コストを下げるためのAI活用としてうまく行った
事例。プロトタイプをAIと一緒に作成し、開発リーダーとお互いに送り合う「交換日記」みたいな感覚でやりとりできたのも、ス
ピーディにクオリティを上げる方法だった。

#AI活用100本ノック #PdM #プロトタイピング
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